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便利さ、大きく広がります。
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ようになリ、お買物の範囲が大きく広がりました司こ・贈答にお役立てください.
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第
九
条
に
誇
り
を
持

理
法
研
究
者
た
ち
の
よ
び
か

げ
で
聞
か
れ
た
の
が
「
憲
法
フ

ォ
ー
ラ
ム
戦
後
世
界
に
と
っ

て
の
日
本
国
憲
法
|
い
ま
憲
法

論
議
の
あ
り
方
を
考
『
え
る
」
(
日

月
四
日
明
治
大
学
大
学
院
南

講
堂
)
。
会
場
は
通
路
ま
で
ぎ
っ

し
り
埋
ま
る
盛
況
。
学
生
、
若

い
参
加
者
も
、
改
憲
の
動
き
に

》コ

現
実
性
持
つ

通路まで人があふれ、会場には黙気がただよっていた

対
レ
、
も
う
だ
ま
っ
て
い
て
は
、

と
い
う
熱
気
が
た
だ
よ
っ
て
い

た
山
内
敏
弘
(
一
橋
大
学
教

授
)
、
樋
口
暢
一
(
東
大
教
授
)

さ
ん
の
二
人
の
憲
法
学
者
と
山

崎
朋
子
(
女
性
史
研
究
家
)
、

藤
森
研
(
新
聞
労
連
要
員
長
)

さ
ん
が
、
杉
原
泰
雄
(
東
海
大

教
授
・
憲
法
)
さ
ん
の
コ
l
デ

ゴネ
l
ト
で
話
し
あ
っ
た
。

ま
ず
山
内
さ
ん
は
、
日
本
国

憲
法
の
平
和
主
義
が
現
代
で
持

つ
積
極
的
役
割
に
つ
い
て
「
冷

戦
後
の
今
回
、
ま
す
ま
す
現
実

性
を
持
ち
、
貴
重
な
道
し
る
べ

と
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
。
「
地

域
紛
争
に
国
連
の
武
力
が
有
効

な
手
躍
で
な
い
と
と
は
、
ガ
リ

事
務
総
長
で
さ
-
え
認
め
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
で
は
な
い
か
。
平

和
は
が
内
側
か
ろ
H

作
ち
れ
る

も
の
で
あ
る
」
。
海
外
派
兵
は

二
重
の
理
法
違
反
で
あ
る
。
常

任
理
事
国
入
り
も
「
H

北
ρ

の

国
ば
か
り
で
独
占
し
て
い
て
解

決
で
き
る
か
。
日
本
が
入
っ
た

と
こ
ろ
で
し
ょ
せ
ん
が
北
N

の

大
国
の
権
益
擁
護
で
あ
る
」
と

て

「
非
武
装
中
立
」

日
本
国
憲
法
発
布
五
十
周
年
を
目
前
に
、
改
憲
論
議
が
吹
き
荒
れ
て

い
る
。
こ
と
に
+
一
月
三
日
、
発
行
部
数
最
大
の
読
売
新
聞
が
改
憲
試

案
を
出
し
た
こ
と
は
大
き
な
波
紋
を
ま
き
お
こ
し
て
い
る
。
一
方
、
護

憲
の
市
民
運
動
も
、
今
立
ち
上
が
ら
な
け
れ
ば
と
、
改
憲
反
対
の
運
動

に
懸
命
。
憲
法
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
集
会
も
各
地
で
聞
か
れ
て

い
る
。
そ
ん
な
集
会
の
中
か
ら
二
つ
を
紹
介
す
る
。

平
和
の
道
し
る
べ

J

へ川
町、ペ
ペ丸山
町
MJ3
守
護
山
何
治
古
川
品
川
端
湾
総
篭
J
民

議

議

養

護

襲

撃

機

繍

襲

ち

、

人

は

維

で

も

、

ま

る

で

自

昨

年

の

「

ホ

1
ム
レ
ス
凍
死
川

総
rbNA

煮
詰
兵
三
ふ
機
織
畷
織
機
醐
欄
レ
ム
山
町
民
同
吋
計
れ
れ
河
川
の
U
げ
疑
問
問
吋
U
U

り
じ
れ
れ
れ
持
鍔
純
作
品
川
時
一
一

川

⑦

子

〆

4
1
-ノ

4
，
日
間
全
国
の
メ
デ
ィ
ア
を
一
緊
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
冬
の
問
、
疎
外
感
を
味
わ
う
に
違
い
な

-ZE--ュ
し
ス
で
次
安
川

川

い

つ

昨
年
の
十
一
月
二
十
日
、
フ
レ
ス
の
凍
死
が
議
さ
れ
た
。
っ
ち
翌
日
の
ニ
ュ
ー
ス
で
こ
せ
た
。
全
国
紙
は
こ
れ
を
二
回
饗
が
野
宿
し
な
い
で
す
む
よ
い
」
と
、
ホ
l
ム
レ
ス
護
活
う
に
言
っ
て
い
る
。
「
内
川

り
あ
ラ
ン
ス
全
土
は
そ
の
年
初
め
て
そ
の
内
の
一
人
は
、
私
の
住
む
の
こ
と
を
耳
に
し
、
「
錐
だ
ろ
で
と
り
あ
げ
、

ZE--ュ
う
に
と
、
重
方
星
第
救
聖
蓬
め
て
い
る
あ
る
繍
詰
戦
の
続
く
サ
ラ
エ
ボ
で
は
、
ふ

川

-1

旗
の
寒
波
に
核
わ
れ
た
。
明
男
ラ
・
ロ
シ
ェ
ル
市
の
港
の
ベ
ン
う
ス
ー
パ
ー
の
入
口
に
居

l
ス
で
は
夕
暮
れ
時
に
酔
っ
ぱ
援
団
体
に
よ
っ
て
寒
さ
れ
る
述
べ
る
。
そ
し
て
人
々
の
露
宴
も
多
く
の
死
者
が
で
る
で
川

フ

隆

に
マ
イ
ナ
ス
四
℃
を
記
録
し
た
チ
で
、
空
の
酒
罪
事
局
た
人
か
し
ら
、
そ
れ
と
も
銀
行
ら
っ
た
ホ
l
ム
レ
ス
を
見
か
け
ベ
ッ
ド
の
数
は
、
乙
の
撃
を
関
心
」
が
ホ
l
ム
レ
ス
室
ま
ず
あ
雪
。
張
、
襲
地
の
路
川

川

翌

朝

、

全

国

主

一

人

の

ホ

l
ム
え
死
ん
だ
五
十
代
の
男
性
で
あ
の
ド
ア
の
績
に
属
た
人
か
し
ら
た
ら
、
撃
に
適
報
す
る
よ
う
圭
φ

わ
っ
て
い
る
、
と
い
う
鋭
ま
す
社
会
の
ワ
ク
か
ら
遺
ざ
上
で
ホ
1
ム
レ
ス
の
凍
死
体
な
川

議

E
E眠
紘
鱗
鶴
鱗
訟
眠
院
院
膨
際
際
的
V

A

A

J

昌
弘
巳
凶
圃
噌
』
司
、
.
，

r
E、
主
唱
羽
冶
‘
け
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
走
喜
志
ど
見
つ
か
雲
い
。
人
々
は
互
川

一
審
幽
圃
欝
鶴
間
圃

ω引
先
進
匡
広
無
際
、
d

諸
説
医
院
せ
い
袋
町

川

面

置

務

観

劇

溺
総

ぷ

圏

園

鶴

ιf

'

反
貧
困
デ
l
u
で
あ
っ
弓
パ
わ
が
国
で
は
、
一
人
突
聞
が
川

誼

問
)

S総
翻

賜

闘

麟

関

鰯

一

ホ

!

ム

レ

ス

の

凍

死

に

思

う

リ

の

ト

ロ

カ

デ

ロ

広

場

に

は

数

人

々

の

語

、

話

に

ひ

っ

そ

川

宮
町
島

綾
悶

悶

務

総

闘

騒

縮

抑

揚

箇

甥

繍

繍

繍

百

人

が

讐

号

、

H

第
四
世
界
、
り
と
事
え
死
ぬ

Z
i
--」
。
州

民

組

閣

綴

監

銀

鱗

腸

臨

眼

機

関
」
と
、
ラ
・ロ
シ
ェ
ル
富
に
長
府
立
巾
民
に
呼
お
け
も
あ
る
。
だ
が
、
毎
年
ホ
1
ム
つ
ま
急
園
芸
に
空
宇
ク
リ
ス
マ
ス
豊
富
実
川

護

繍

鰯

繍

幽

磁

綴

幽

圃

闘

躍

-

角

の

ホ

1
ム
レ
ス
た
ち
の
顔
が
ち
文
、
翌
日
に
は
、
夜
間
の
レ
ス
爪
謀
議
く
。
譲
、

る
「
貧
困
」
実
態
に
人
々
の
プ
レ
ゼ
ン
上
署
員
い
求
め
て
足
川

山

盗

ワ

イ

観

論

調

側

次

々

と

E
z
-
-ム

レ
ス
収
容
所
と
し
て
害
事
柔

1
2
2むけ
る
た
め
、

;
i
i

5
d
潔

綴

議

倒

壊

鱗

畿

圏

聞

鴻

が
発
売
さ
れ
た
ベ
ン
チ
は
、
わ
パ
リ
の
地
下
鉄
器
内
に
約
百
ゃ
、
ア
ル
コ
ー
ル
量
で
酔
っ
催
し
ゃ
翌
日
誌
ず
く
ま
る
ホ
l
ム
レ

ス

。

川

川

均

糊

雛

総

錨

鱗

鶴

鶴

樹

園

画

臨

が
家
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
露
台
の
ベ
ッ
ド
が
草
案
、
全
た
雲
眠
っ
て
き
た
干
困
長
ア
フ
リ
カ
の
子
供
達
一
九
九
四
年
フ
ラ
ン
ス
の
川

義
彰
誤
記
語
績
調
露
協
理
論
議
題

2
1
2
露

で
あ
る
。
胸
が
絞
め
つ
り
ら
れ
国
に
あ
る
ホ
l
ム
レ
ス
の
為
の
ム
レ
ス
が
、
凍
死
の
握
箸
て
を
趨
っ
て
い
る
出
来
事
で
は
な
冬
、
「
マ
シ
チ
富
山
り
の
少
さ
川

1
j青
2
日
直
紙
の
言
褐
警
告
干
ム

る
き
ょ
思
い
が
し
た
員
冬
期
施
般
時
型
よ
長
ノ
あ
る
と
い
え
き
。
ヨ
百
問
、
。
あ
な
こ
安
¥
横
に
存
在
は
空
言
で
は
な
い
。
川

山

，

レ

ス

凍

室

(

リ

ベ

一

32)

え
て
い
る
。

号

、
一
斉
に
オ
l
プ
ヒ
フ
ロ
に
入
宇
野
宿
を
し
た
れ
る

01け
安
Ji---」
。

川

圏
「
慰
安
婦
」
問
題
で
国
際

法
律
家
蚕
員
会
が
勧
告

自
白
人
権
協
会
、
日
本
の
一
戦

争
責
任
資
料
セ
ン
タ
ー
の
発
表

に
よ
る
と
、
世
界
各
国
の
法
樟

家
で
つ
く
る
N
G
Oの
国
際
法

律
家
委
員
会

(
I
C
J、
本
部

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
)
は
、
旧
日
本
軍

の
慰
安
婦
問
題
に
関
す
る
「
最

終
報
告
・
」
を
ま
と
め
、
二
十

二
日
に
公
表
し
た
。

報
告
書
は
、
「
慰
安
婦
」
に

対
す
る
日
本
兵
の
行
為
に
つ
い

て
日
本
の
「
法
的
責
任
」
と
「
賠

償
義
務
」
が
あ
る
の
は
明
ら
か

流
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
天
皇
制

に
つ
な
が
る
。
こ
れ
が
一
番
大

き
い
と
思
う
」
「
憲
法
改
正
は

時
代
に
合
っ
た
方
向
に
と
言
っ

て
い
る
が
、
方
向
も
作
色
れ
る

も
の
だ
。
誰
に
と
っ
て
い
い
方

向
の
憲
法
改
正
な
の
か
」
。
虎

視
耽
々
と
改
憲
を
狙
う
の
は
誰

か
、
伺
の
た
め
日
斗
|
|
競
売
の

意
図
は
何
か
0
・
な
ど
多
く
の
疑

問
が
浮
上
。
小
さ
な
集
ま
り
だ

が
、
大
き
な
視
野
か
ら
の
発
言

が
続
き
、
実
の
あ
る
勉
強
会
だ

っ
た
。

)

「
あ
た
ら
し
い
憲

¥
ぽ
一
法
の
は
な
し
」
を
ご

一
よ
一
存
知
だ
ろ
う
か
。
一

/
わ

¥
九
四
七
年
、
文
部
省

く
が
中
学
校
の
社
会
科

の
副
読
本
と
し
て
作
っ
た
も
の

だ
。
逆
コ
ー
ス
で
憲
法
が
な
い

が
し
ろ
に
さ
れ
る
な
か
、
数
年

で
消
え
去
っ
た
が
、
そ
の
す
ば

ら
し
さ
が
伝
説
の
よ
う
に
伝
わ

っ
て
い
る
V
私
も
一
部
分
を
コ

ピ
ー
な
ど
で
見
た
と
と
は
あ
っ

た
が
全
部
を
見
た
と
と
は
な
か

っ
た
。
と
の
ほ
ど
「
戦
争
を
許

さ
な
い
女
た
ち
の
J
R
連
絡

会
」
の
手
で
復
刻
さ
れ
、
手
に

と
る
と
と
が
で
き
、
改
め
て
感

動
し
た
V
ペ
ー
ジ
の
下
の
方
に

憲
法
会
文
が
印
刷
さ
れ
、
上
部

が
解
説
だ
。
と
れ
が
す
E
い
。

〈
戦
争
の
放
棄
〉。

『
み
な
さ

ん
の
中
に
は
、
乙
ん
ど
の
戦
争

に
、
お
と
う
さ
ん
や
に
い
さ
ん

を
送
り
出
さ
れ
た
人
も
多
い
で

し
ょ
う
。
ご
ぶ
じ
に
お
か
え
り

に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

と
も
・
:
』
で
始
ま
る
乙
の
く
だ

り
。
教
室
の
中
で
中
学
生
た
ち

が
涙
し
な
が
ら
読
ん
だ
と
聞
く

V
人
聞
を
ほ
ろ
ぽ
す
戦
争
を
、

け
っ
し
て
二
度
と
し
な
い
た
め

に
、
お
よ
そ
戦
争
を
す
る
た
め

の
も
の
は
い
っ
さ
い
も
ち
ま
せ

ん
と
い
い
、

『し
か
し
み
な
さ

ん
は
、
け
っ
し
て
心
ぽ
そ
く
思

う
乙
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本

は
正
し
い
乙
と
を
、
ほ
か
の
国

よ
り
さ
き
に
行
っ
た
の
で
す
。

世
の
中
に
正
し
い
こ
と
ぐ
ち
い

強
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
』

V

〈
基
本
的
人
権
〉。

人
間
ら
し

い
生
活
は
「
自
由
」
と
「
平
等
」

と
説
き
『
:
:
:
人
閣
で
あ
る
以

上
は
み
な
同
じ
で
す
。
人
閣
の

よ
に
も
っ
と
え
ら
い
人
聞
が
あ

る
は
ず
は
な
く
、
入
閣
の
下
に
、

も
っ
と
い
や
し
い
人
聞
が
あ
る

わ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。
男
が
女

よ
り
も
す
ぐ
れ
、
女
が
男
よ
り

お
と
っ
て
い
る
乙
と
も
あ
り
ま

せ
ん
:
・』
V
本
当
に
お
役
所
が

作
っ
た
の
か
な
と
思
う
ほ
ど
、

わ
か
り
や
す
く
明
快
で
力
強

い
。
新
憲
法
が
で
き
た
乙
ろ
の

息
吹
き
、
原
点
を
感
じ
る
。
改

憲
論
議
ふ
き
す
さ
ぶ
い
ま
、
ぜ

ひ
多
く
の
人
に
こ
の
「
副
読
本
」

を
読
ん
で
ほ
し
い
マ
残
部
少
々

あ
り
。
非
売
品
だ
が
印
刷
実
質

三
百
円
で
頒
け
て
も
ら
え
る
。

問
合
せ
干
凶
品
川
区
西
五
反
田

3
1
2ー
日
目
黒
さ
っ
き
会

館
J
R総
連
内
戦
争
を
許
さ

な
い
女
た
ち
の
J
R連
笠
宮
。

函 0120-308509

消費者情報室
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第
九
条
に
誇
り
を
持

理
法
研
究
者
た
ち
の
よ
び
か

げ
で
聞
か
れ
た
の
が
「
憲
法
フ

ォ
ー
ラ
ム
戦
後
世
界
に
と
っ

て
の
日
本
国
憲
法
|
い
ま
憲
法

論
議
の
あ
り
方
を
考
『
え
る
」
(
日

月
四
日
明
治
大
学
大
学
院
南

講
堂
)
。
会
場
は
通
路
ま
で
ぎ
っ

し
り
埋
ま
る
盛
況
。
学
生
、
若

い
参
加
者
も
、
改
憲
の
動
き
に

》コ

現
実
性
持
つ

通路まで人があふれ、会場には黙気がただよっていた

対
レ
、
も
う
だ
ま
っ
て
い
て
は
、

と
い
う
熱
気
が
た
だ
よ
っ
て
い

た
山
内
敏
弘
(
一
橋
大
学
教

授
)
、
樋
口
暢
一
(
東
大
教
授
)

さ
ん
の
二
人
の
憲
法
学
者
と
山

崎
朋
子
(
女
性
史
研
究
家
)
、

藤
森
研
(
新
聞
労
連
要
員
長
)

さ
ん
が
、
杉
原
泰
雄
(
東
海
大

教
授
・
憲
法
)
さ
ん
の
コ
l
デ

ゴネ
l
ト
で
話
し
あ
っ
た
。

ま
ず
山
内
さ
ん
は
、
日
本
国

憲
法
の
平
和
主
義
が
現
代
で
持

つ
積
極
的
役
割
に
つ
い
て
「
冷

戦
後
の
今
回
、
ま
す
ま
す
現
実

性
を
持
ち
、
貴
重
な
道
し
る
べ

と
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
。
「
地

域
紛
争
に
国
連
の
武
力
が
有
効

な
手
躍
で
な
い
と
と
は
、
ガ
リ

事
務
総
長
で
さ
-
え
認
め
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
で
は
な
い
か
。
平

和
は
が
内
側
か
ろ
H

作
ち
れ
る

も
の
で
あ
る
」
。
海
外
派
兵
は

二
重
の
理
法
違
反
で
あ
る
。
常

任
理
事
国
入
り
も
「
H

北
ρ

の

国
ば
か
り
で
独
占
し
て
い
て
解

決
で
き
る
か
。
日
本
が
入
っ
た

と
こ
ろ
で
し
ょ
せ
ん
が
北
N

の

大
国
の
権
益
擁
護
で
あ
る
」
と

て

「
非
武
装
中
立
」

日
本
国
憲
法
発
布
五
十
周
年
を
目
前
に
、
改
憲
論
議
が
吹
き
荒
れ
て

い
る
。
こ
と
に
+
一
月
三
日
、
発
行
部
数
最
大
の
読
売
新
聞
が
改
憲
試

案
を
出
し
た
こ
と
は
大
き
な
波
紋
を
ま
き
お
こ
し
て
い
る
。
一
方
、
護

憲
の
市
民
運
動
も
、
今
立
ち
上
が
ら
な
け
れ
ば
と
、
改
憲
反
対
の
運
動

に
懸
命
。
憲
法
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
集
会
も
各
地
で
聞
か
れ
て

い
る
。
そ
ん
な
集
会
の
中
か
ら
二
つ
を
紹
介
す
る
。

平
和
の
道
し
る
べ

J

へ川
町、ペ
ペ丸山
町
MJ3
守
護
山
何
治
古
川
品
川
端
湾
総
篭
J
民

議

議

養

護

襲

撃

機

繍

襲

ち

、

人

は

維

で

も

、

ま

る

で

自

昨

年

の

「

ホ

1
ム
レ
ス
凍
死
川

総
rbNA

煮
詰
兵
三
ふ
機
織
畷
織
機
醐
欄
レ
ム
山
町
民
同
吋
計
れ
れ
河
川
の
U
げ
疑
問
問
吋
U
U

り
じ
れ
れ
れ
持
鍔
純
作
品
川
時
一
一

川

⑦

子

〆

4
1
-ノ

4
，
日
間
全
国
の
メ
デ
ィ
ア
を
一
緊
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
冬
の
問
、
疎
外
感
を
味
わ
う
に
違
い
な

-ZE--ュ
し
ス
で
次
安
川

川

い

つ

昨
年
の
十
一
月
二
十
日
、
フ
レ
ス
の
凍
死
が
議
さ
れ
た
。
っ
ち
翌
日
の
ニ
ュ
ー
ス
で
こ
せ
た
。
全
国
紙
は
こ
れ
を
二
回
饗
が
野
宿
し
な
い
で
す
む
よ
い
」
と
、
ホ
l
ム
レ
ス
護
活
う
に
言
っ
て
い
る
。
「
内
川

り
あ
ラ
ン
ス
全
土
は
そ
の
年
初
め
て
そ
の
内
の
一
人
は
、
私
の
住
む
の
こ
と
を
耳
に
し
、
「
錐
だ
ろ
で
と
り
あ
げ
、

ZE--ュ
う
に
と
、
重
方
星
第
救
聖
蓬
め
て
い
る
あ
る
繍
詰
戦
の
続
く
サ
ラ
エ
ボ
で
は
、
ふ

川

-1

旗
の
寒
波
に
核
わ
れ
た
。
明
男
ラ
・
ロ
シ
ェ
ル
市
の
港
の
ベ
ン
う
ス
ー
パ
ー
の
入
口
に
居

l
ス
で
は
夕
暮
れ
時
に
酔
っ
ぱ
援
団
体
に
よ
っ
て
寒
さ
れ
る
述
べ
る
。
そ
し
て
人
々
の
露
宴
も
多
く
の
死
者
が
で
る
で
川

フ

隆

に
マ
イ
ナ
ス
四
℃
を
記
録
し
た
チ
で
、
空
の
酒
罪
事
局
た
人
か
し
ら
、
そ
れ
と
も
銀
行
ら
っ
た
ホ
l
ム
レ
ス
を
見
か
け
ベ
ッ
ド
の
数
は
、
乙
の
撃
を
関
心
」
が
ホ
l
ム
レ
ス
室
ま
ず
あ
雪
。
張
、
襲
地
の
路
川

川

翌

朝

、

全

国

主

一

人

の

ホ

l
ム
え
死
ん
だ
五
十
代
の
男
性
で
あ
の
ド
ア
の
績
に
属
た
人
か
し
ら
た
ら
、
撃
に
適
報
す
る
よ
う
圭
φ

わ
っ
て
い
る
、
と
い
う
鋭
ま
す
社
会
の
ワ
ク
か
ら
遺
ざ
上
で
ホ
1
ム
レ
ス
の
凍
死
体
な
川

議

E
E眠
紘
鱗
鶴
鱗
訟
眠
院
院
膨
際
際
的
V

A

A

J

昌
弘
巳
凶
圃
噌
』
司
、
.
，

r
E、
主
唱
羽
冶
‘
け
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
走
喜
志
ど
見
つ
か
雲
い
。
人
々
は
互
川

一
審
幽
圃
欝
鶴
間
圃

ω引
先
進
匡
広
無
際
、
d

諸
説
医
院
せ
い
袋
町

川

面

置

務

観

劇

溺
総

ぷ

圏

園

鶴

ιf

'

反
貧
困
デ
l
u
で
あ
っ
弓
パ
わ
が
国
で
は
、
一
人
突
聞
が
川

誼

問
)

S総
翻

賜

闘

麟

関

鰯

一

ホ

!

ム

レ

ス

の

凍

死

に

思

う

リ

の

ト

ロ

カ

デ

ロ

広

場

に

は

数

人

々

の

語

、

話

に

ひ

っ

そ

川

宮
町
島

綾
悶

悶

務

総

闘

騒

縮

抑

揚

箇

甥

繍

繍

繍

百

人

が

讐

号

、

H

第
四
世
界
、
り
と
事
え
死
ぬ

Z
i
--」
。
州

民

組

閣

綴

監

銀

鱗

腸

臨

眼

機

関
」
と
、
ラ
・ロ
シ
ェ
ル
富
に
長
府
立
巾
民
に
呼
お
け
も
あ
る
。
だ
が
、
毎
年
ホ
1
ム
つ
ま
急
園
芸
に
空
宇
ク
リ
ス
マ
ス
豊
富
実
川

護

繍

鰯

繍

幽

磁

綴

幽

圃

闘

躍

-

角

の

ホ

1
ム
レ
ス
た
ち
の
顔
が
ち
文
、
翌
日
に
は
、
夜
間
の
レ
ス
爪
謀
議
く
。
譲
、

る
「
貧
困
」
実
態
に
人
々
の
プ
レ
ゼ
ン
上
署
員
い
求
め
て
足
川

山

盗

ワ

イ

観

論

調

側

次

々

と

E
z
-
-ム

レ
ス
収
容
所
と
し
て
害
事
柔

1
2
2むけ
る
た
め
、

;
i
i

5
d
潔

綴

議

倒

壊

鱗

畿

圏

聞

鴻

が
発
売
さ
れ
た
ベ
ン
チ
は
、
わ
パ
リ
の
地
下
鉄
器
内
に
約
百
ゃ
、
ア
ル
コ
ー
ル
量
で
酔
っ
催
し
ゃ
翌
日
誌
ず
く
ま
る
ホ
l
ム
レ

ス

。

川

川

均

糊

雛

総

錨

鱗

鶴

鶴

樹

園

画

臨

が
家
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
露
台
の
ベ
ッ
ド
が
草
案
、
全
た
雲
眠
っ
て
き
た
干
困
長
ア
フ
リ
カ
の
子
供
達
一
九
九
四
年
フ
ラ
ン
ス
の
川

義
彰
誤
記
語
績
調
露
協
理
論
議
題

2
1
2
露

で
あ
る
。
胸
が
絞
め
つ
り
ら
れ
国
に
あ
る
ホ
l
ム
レ
ス
の
為
の
ム
レ
ス
が
、
凍
死
の
握
箸
て
を
趨
っ
て
い
る
出
来
事
で
は
な
冬
、
「
マ
シ
チ
富
山
り
の
少
さ
川

1
j青
2
日
直
紙
の
言
褐
警
告
干
ム

る
き
ょ
思
い
が
し
た
員
冬
期
施
般
時
型
よ
長
ノ
あ
る
と
い
え
き
。
ヨ
百
問
、
。
あ
な
こ
安
¥
横
に
存
在
は
空
言
で
は
な
い
。
川

山

，

レ

ス

凍

室

(

リ

ベ

一

32)

え
て
い
る
。

号

、
一
斉
に
オ
l
プ
ヒ
フ
ロ
に
入
宇
野
宿
を
し
た
れ
る

01け
安
Ji---」
。

川

圏
「
慰
安
婦
」
問
題
で
国
際

法
律
家
蚕
員
会
が
勧
告

自
白
人
権
協
会
、
日
本
の
一
戦

争
責
任
資
料
セ
ン
タ
ー
の
発
表

に
よ
る
と
、
世
界
各
国
の
法
樟

家
で
つ
く
る
N
G
Oの
国
際
法

律
家
委
員
会

(
I
C
J、
本
部

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
)
は
、
旧
日
本
軍

の
慰
安
婦
問
題
に
関
す
る
「
最

終
報
告
・
」
を
ま
と
め
、
二
十

二
日
に
公
表
し
た
。

報
告
書
は
、
「
慰
安
婦
」
に

対
す
る
日
本
兵
の
行
為
に
つ
い

て
日
本
の
「
法
的
責
任
」
と
「
賠

償
義
務
」
が
あ
る
の
は
明
ら
か

流
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
天
皇
制

に
つ
な
が
る
。
こ
れ
が
一
番
大

き
い
と
思
う
」
「
憲
法
改
正
は

時
代
に
合
っ
た
方
向
に
と
言
っ

て
い
る
が
、
方
向
も
作
色
れ
る

も
の
だ
。
誰
に
と
っ
て
い
い
方

向
の
憲
法
改
正
な
の
か
」
。
虎

視
耽
々
と
改
憲
を
狙
う
の
は
誰

か
、
伺
の
た
め
日
斗
|
|
競
売
の

意
図
は
何
か
0
・
な
ど
多
く
の
疑

問
が
浮
上
。
小
さ
な
集
ま
り
だ

が
、
大
き
な
視
野
か
ら
の
発
言

が
続
き
、
実
の
あ
る
勉
強
会
だ

っ
た
。

)

「
あ
た
ら
し
い
憲

¥
ぽ
一
法
の
は
な
し
」
を
ご

一
よ
一
存
知
だ
ろ
う
か
。
一

/
わ

¥
九
四
七
年
、
文
部
省

く
が
中
学
校
の
社
会
科

の
副
読
本
と
し
て
作
っ
た
も
の

だ
。
逆
コ
ー
ス
で
憲
法
が
な
い

が
し
ろ
に
さ
れ
る
な
か
、
数
年

で
消
え
去
っ
た
が
、
そ
の
す
ば

ら
し
さ
が
伝
説
の
よ
う
に
伝
わ

っ
て
い
る
V
私
も
一
部
分
を
コ

ピ
ー
な
ど
で
見
た
と
と
は
あ
っ

た
が
全
部
を
見
た
と
と
は
な
か

っ
た
。
と
の
ほ
ど
「
戦
争
を
許

さ
な
い
女
た
ち
の
J
R
連
絡

会
」
の
手
で
復
刻
さ
れ
、
手
に

と
る
と
と
が
で
き
、
改
め
て
感

動
し
た
V
ペ
ー
ジ
の
下
の
方
に

憲
法
会
文
が
印
刷
さ
れ
、
上
部

が
解
説
だ
。
と
れ
が
す
E
い
。

〈
戦
争
の
放
棄
〉。

『
み
な
さ

ん
の
中
に
は
、
乙
ん
ど
の
戦
争

に
、
お
と
う
さ
ん
や
に
い
さ
ん

を
送
り
出
さ
れ
た
人
も
多
い
で

し
ょ
う
。
ご
ぶ
じ
に
お
か
え
り

に
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

と
も
・
:
』
で
始
ま
る
乙
の
く
だ

り
。
教
室
の
中
で
中
学
生
た
ち

が
涙
し
な
が
ら
読
ん
だ
と
聞
く

V
人
聞
を
ほ
ろ
ぽ
す
戦
争
を
、

け
っ
し
て
二
度
と
し
な
い
た
め

に
、
お
よ
そ
戦
争
を
す
る
た
め

の
も
の
は
い
っ
さ
い
も
ち
ま
せ

ん
と
い
い
、

『し
か
し
み
な
さ

ん
は
、
け
っ
し
て
心
ぽ
そ
く
思

う
乙
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本

は
正
し
い
乙
と
を
、
ほ
か
の
国

よ
り
さ
き
に
行
っ
た
の
で
す
。

世
の
中
に
正
し
い
こ
と
ぐ
ち
い

強
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
』

V

〈
基
本
的
人
権
〉。

人
間
ら
し

い
生
活
は
「
自
由
」
と
「
平
等
」

と
説
き
『
:
:
:
人
閣
で
あ
る
以

上
は
み
な
同
じ
で
す
。
人
閣
の

よ
に
も
っ
と
え
ら
い
人
聞
が
あ

る
は
ず
は
な
く
、
入
閣
の
下
に
、

も
っ
と
い
や
し
い
人
聞
が
あ
る

わ
け
は
あ
り
ま
せ
ん
。
男
が
女

よ
り
も
す
ぐ
れ
、
女
が
男
よ
り

お
と
っ
て
い
る
乙
と
も
あ
り
ま

せ
ん
:
・』
V
本
当
に
お
役
所
が

作
っ
た
の
か
な
と
思
う
ほ
ど
、

わ
か
り
や
す
く
明
快
で
力
強

い
。
新
憲
法
が
で
き
た
乙
ろ
の

息
吹
き
、
原
点
を
感
じ
る
。
改

憲
論
議
ふ
き
す
さ
ぶ
い
ま
、
ぜ

ひ
多
く
の
人
に
こ
の
「
副
読
本
」

を
読
ん
で
ほ
し
い
マ
残
部
少
々

あ
り
。
非
売
品
だ
が
印
刷
実
質

三
百
円
で
頒
け
て
も
ら
え
る
。

問
合
せ
干
凶
品
川
区
西
五
反
田

3
1
2ー
日
目
黒
さ
っ
き
会

館
J
R総
連
内
戦
争
を
許
さ

な
い
女
た
ち
の
J
R連
笠
宮
。

函 0120-308509

消費者情報室
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|男女共同参画室設置される|

〈水曜日〉1994年 11月 30日

%
年
、
国
際
婦
人
年
の
年

に
早
々
と
総
壇
府
に
「
婦
人

問
題
翌
歪
」
が
で
ち
、
仕

事
を
し
て
き
た
が
、
活
令
の

根
拠
の
な
い
存
在
だ
っ
た
。

今
度
は
、
恒
夫
的
な
組
織
と

し
て
男
女
共
同
社
盃
の
形
成

日
月
別
白
、
総
理
府
に
『
男

女
共
同
参
画
室
」
が
政
世
さ

れ
た
(
初
代
室
裏
・
板
東
真

理
子
さ
ん
)。

か
ね
て
強
く

要
望
さ
れ
て
い
た
ナ
シ
ョ
ナ

ル
マ
シ
!
ナ
リ

1
(園
内
本

部
機
梅
)
の
一誕
生
で
あ
る
。

混

沌

政

治

の

中

で

女

性

議

員

は

・

..
 

本
当
に
び
っ
く
り
し
た
の

が
と
と
し
の
政
治
。
政
治
改

革
関
虐
4
法
案
が
参
院
で
苔

決
、
数
日
後
に
ト
ッ
プ
談
合

で
成
立
。
2
人
で
結
穏
な
ち

機
会
は
い
呈
な
い
。
が
、
腐

敗
が
防
止
さ
れ
る
の
な
ら
そ

れ
で
も
い
い
か
と
患
っ
て
い

た
ら
、
ワ
イ
ロ
と
認
椴
せ
ず

も
ら
っ
た
金
は
政
治
献
金
、

な
ん
て
判
決
が
蛍
々
と
通

る
。
い
っ
た
い
な
に
E
と

?

H

非
自
民
ρ
は
l
年
で
H

自

.
社
・
さ
u
に
な
り
、
社
会

賞
総
理
の
出
現
に
仰
天
し
て

い
た
ら
、
安
保
は
堅
持
、
自

国壬~

， 

必総2書マ鰐ミユ 間千忠告ぜん一 ミを臼

第 1082号第 1082呈{需3種 郵慣物認 可}安寿 A 来斤 M

政

府

は

戦

後

補

償

が

お

嫌

い

?

わ
切
だ
。
そ
し
て
「
元
、
従

軍
慰
安
婦
」
問
題
に
つ
い
て

〈
民
間
募
金
(
国
民
参
加
)

に
よ
る
見
舞
金
構
想
〉
を
う

ち
だ
し
た
。
乙
れ
は
、
当
事

者
、
内
外
の
支
援
団
体
の
激

し
い
抗
議
、
反
発
を
生
み
、

国
会
前
で
は
N

元
慰
安
婦
M

や
さ
ま
ざ
ま
な
戦
後
補
償
額

告
た
ち
の
ハ
ン
ス
ト
や
座
り

こ
み
が
続
い
て
い
る
。

政
府
は
、
被
爆
者
媛
綬
法

で
も
国
家
補
償
の
字
句
を
避

け
、
〈
特
別
務
祭
金
の
給

「
戦
後
補
償
」
の
問
題
は

政
府
(
外
務
省
子
)
の
堅
い

壁
に
つ
き
あ
た
っ
て
い
る
。

村
山
首
相
は
8
月
幻
日
、

戦
後
回
周
年
に
向
け
て
、
戦

後
処
理
問
題
へ
の
と
り
く
み

を
一
発
表
し
た
が
、
〈
個
人
補

償
は
行
わ
な
い
〉
と
い
う
政

府
方
針
を
踏
堕
す
る
考
-
え
を

明
冨
し
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
贈
和
条
約
に
よ
っ
「
戦

後
処
理
問
題
は
解
決
ず
み
、

と
い
う
従
来
か
ち
の
政
府
見

解
は
変
え
ら
れ
な
い
と
い
う

国釜~〈泣く曜日〉1994年 11月 30日

来
年
の
世
界
女
性
会
競

(
北
京
)
に
向
け
て
、
初
の

東
ア
ジ
ア
地
域
の
N
G
O
の

会
議
「
第
l
回
東
ア
ジ
ア
女

性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
、

川山
月

mω日
か
ら
辺
固
ま
で
神
奈
川

県
江
の
島
の
か
な
が
わ
女
性

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

7
カ
国

・
地
域
か
ら
参
加
。

国
情
の
ち
が
い
、
多
様
な
考

え
方
の
草
衰
の
り
こ
え

「
一

人
ひ
と
り
が
力
を
つ
け
、
東

ア
ジ
ア
の
未
来
を
女
た
ち
の

力
で
創
ろ
っ
」
と
宣
言
。
川

項
目
に
の
ぼ
る
得
動
計
画
を

採
摂
し
た
。

(3) 

を
総
合
的
に
推
進
す
る
。
同

室
の
設
置
は
何
代
か
の
内
閣

の
懸
案
だ
っ
た
が
実
現
は
羽

田
内
閣
、
熊
谷
女
性
問
題
担

当
大
匿
の
と
き
。
宥
前
世
を
あ

げ
た
(
写
真
)
直
後
に
内
閣

交
代
の
皮
肉
も
あ
っ
た
。

衛
隊
は
合
憲
、

P
K
O
海
外

派
兵
ど
っ
ぞ
と
つ
ぞ
に
も
う

あ
い
た
口
は
ふ
さ
が
ら
ず
。

た
ま
げ
て
い
る

2
Dに
、
年

金
改
悪
も
消
費
税
ア
ッ
プ
も

手
ぎ
わ
よ
く
と
ん
と
ん
議
会

通
過
。
そ
り
ゃ
そ
つ
だ
、
反

対
者
は
ご
く
少
数
だ
も
の
。

恐
い
も
の
な
し
。

日
本
は
ど
こ
へ
行
く
の

か
。
総
与
党
政
治
に
、
真
剣

に
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
も

多
い
。
己
ん
な
と
き
が
ん
ば

う
て
ほ
し
い
女
性
政
市
r歪
だ

っ
た
は
ず
だ
が

。
第
一
、

小
選
挙
区
制
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
ら
、
何
人
出
ら
れ
ま
す

か
ね
え
?

チ
マ
・チ
ヨ
ゴ
り
へ
の
暴
力
許
す
な

北
朝
鮮
の
「
核
疑
惑
」
報

道
帯
脅
庫
県
に
、
在
日
朝
鮮
人

へ
の
一
塁
力
が
多
発
し
た
。
被

害
は
弱
い
立
場
に
あ
る

ω代

の
女
子
生
徒
に
集
中
。
制
服

の
チ
マ
・
チ
ョ
ゴ
リ
を
切
ら

れ
る
、
脅
迫
さ
れ
る
な
ど
の

事
件
が
全
国
で
相
次
い
だ
。

「
女
子
生
徒
へ
m

J
リ

ノ

ふ

十
品

性
的
嫌
が
ら
せ
と
民
族
建
前

が
重
な
っ
た
悪
質
な
も
の
。

隈
元
に
日
本
人
益
百
の
排
外

.
差
別
思
惑
が
あ
る
」
と
、

女
性
が
1
y
卜
を
組
み
。
6

月
2
日
緊
急
声
明
を
発
表
。

事
件
を
き
っ
か
け
に

「差
別

根
絶
」
を
訴
え
る
行
動
を
開

付
〉
で
お
茶
を
に
ご
し
、
国

会
に
法
案
提
出
す
る
。
個
人

補
償
や
民
閣
の
補
償
に
無
閣

に
ひ
ろ
げ
る
と
キ
リ
が
な
い

と
い
う
政
府
官
僚
の
考
え
は

強
硬
だ
。
乙
の
堅
い
壁
に
戦

後
処
理
問
題
に
か
か
わ
っ
て

き
た
人
の
闘
で
も
、
「
村
山

談
話
は
、
個
人
補
償
の
名
目

で
は
な
い
が
、
実
質
的
に
個

人
支
援
の
道
を
同引き
出
し、

前
進
だ
」
と
い
う
意
見
も
あ

り
、
通
勤
の
側
も

2
つ
に
分

れ
そ
う
だ
。

「
与
党
従
軍
慰

安
婦
問
題
等
小
寮
」
も
罰
目
、

置
が
直
銀
個
人
補
償
は
で
き

な
い
と
、
「
基
金
」
で
解
決

す
る
方
針
を
決
定
し
た
。

韓
国
の
庭
身
隊
問
題
対
策

協
機
会
は
ハ

l
ク
の
国
際
仲

裁
裁
判
所
に
個
人
補
償
の
実

現
を
求
め
、
提
訴
す
る
予
定

だ
が
、
日
月
忽
目
、
国
際
法

律
委
員
会
(
本
部
・
ジ
ュ
ネ

ー
ブ
)
は
慰
安
婦
問
題
に
対

し
「
自
本
に
法
的
責
任
と
賠

償
義
務
が
あ
る
の
は
明
白

か
」
と
し
た
。
と
の
勧
告
が

今
後
ど
う
影
幽
玄
る
か
。
戦

後
補
償
問
題
は
解
決
を
見
な

い
ま
ま
弱
年
に
持
ち
越
さ
れ

そ
う
で
あ
る
。

憲法改正、読売新聞社が試案ι

Ef!f1回目~JjlI;濡

カ
イ
ロ
国
際
人
口
・
開
発
会
議

識
は
「
中
絶
」
や
「
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ツ
/
ラ

イ
ツ
」
の
定
礁
で
紛
糾
し
た

が
、
最
終
的
に
合
意
。
合
意

に
こ
ぎ
つ
防
た
の
は
力
強
く

活
動
し
た
世
界
の
N
G
O
の

女
性
の
力
と
も
言
わ
れ
る
。

爆
発
的
に
増
大
す
る
世
界

人
口
の
安
定
化
を
地
球
規
績

で
話
し
合
お
う
と
、

3
回
目

の
会
総
が
9
月
5
臼
3
日
目

ま
で
カ
イ
ロ
で
開
か
れ
た
。

今
回
初
め
て
政
府
代
表
団
に

樋
口
恵
子
さ
ん
ら

3
人
の
N

G
O代
宍
か
加
わ
っ
た
。
会

法
制
審
議
会
が

7
月
に
出

し
た
民
法
改
正
要
綱
猷
案
の

中
で
、
婚
外
子
(
非
嫡
出
子
)

の
法
廷
椙
続
分
芹
布
十
等
に
す

る
と
と
か
盛
り
込
ま
れ
た
o

m月
に
は
、
奈
良
地
裁
の
児

麗
扶
護
手
当
に
関
す
る
裁
判

で
、
差
別
は
連
憲
と
の
判
決

が
出
さ
れ
る
な
ど
、
こ
の
と

こ
ろ
婚
外
子
差
別
撤
廃
へ
向

け
て
の
動
き
か
目
立
つ
。

婚
外
子
の
住
民
票
記
載
に

差
別
が
あ
る
と
記
酔
え
て
い
た

「
住
民
票
一
続
柄
裁
判
」
の
控

訴
審
の
判
決
が
、
ロ
月
幻
自

に
出
る
が
、
差
別
撤
廃
へ
の

動
き
を
ど
う
見
る
の
か
注
目

さ
れ
る
o-支
援
す
る
会
で
は
、

集
会
な
ど
で
、
差
別
撤
廃
を
-

訴
え
て
い
る
。

リ
ク
ル
ー
ト
、
佐
川
、
ゼ

ネ
コ
ン
汚
職
に
対
す
る
国
民

の
政
治
不
信
か
ら
始
ま
っ
た

政
治
改
革
。
ぞ
れ
が
い
つ
の

間
に
か
政
治
改
革
関
連

4
法

案
の

2ち
小
選
区
制
が
中
心

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

%

小
選
挙
区
制
は
民
意
を
公

謝

E
に
反
映
し
な
い
、
会
性
が

選
挙
に
出
に
く
く
な
る
な
ど

古

か
ら
、

市
民
団
体
や
女
性
た

一

ち
が
猛
反
対
。
l
月
に
参
院

h

本
会
議
で
小
選
挙
区
制
を
含

臨

む

4
法
案
は
一
回
-Z
]一
決
さ
れ

闘
た
が
、

1
月
お
自
に
施
行
期

圃

日
を
削
除
し
た
4
法
案
が
衆

聞
院
査
官
織
で
可
決
、
成
立
し

L
邑
犠

た
。
そ
れ
に
伴
う
小
選
挙
区

の
区
制
り
法
が
け
は
月
幻
自

に
、
残
念
な
が
ち
成
立
し
た
。

ル
ッ
キ
ン
ク
・
フ
オ
|
-
フ
ミ
コ

叩
年
代
に
日
本
に
も
あ
っ

た
ウ
ー
マ
ン
・
り
ブ
運
動

を
、
当
時
の
宿
動
家
た
ち
の

現
在
と
当
時
を
追
い
な
が
ら

検
証
し
て
い
く
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー

『ル
ッ
キ
ン
グ

・
フ

ォ
l
・
フ
ミ
コ
女
た
ち
の

女
性
の
人
権
ア
ジ
ア
法
廷
聞
く

「女
性
の
人
権
ア
ジ
ア
法

き

が

3
局
9
日
j
U
日
東

京
で
開
か
れ
た
。
公
開
さ
れ

た
国
際
公
聴
会
(
模
続
裁
判
)

は
削
人
の
参
加
者
で
あ
ふ

れ
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
男
H
U|平和憲法の改悪を許すな 1

ろ
ぎ
も
せ
ず
、
証
言
を
剛
い

た
3

現
代
の
人
身
売
買
、
「
従

軍
慰
安
型
、
基
地
買
容
が

裁
か
れ
、
女
性
へ
の
性
暴
力

は
人
間
性
へ
の
犯
罪
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

ことしはさま

れから ど うなって行 くの か、先が見えない年の暮 。

女性の世界だけは、 来年 の第 4回世界女性会議 (北京) に向け、元気で、

ざまなア ジア関 係 の会 議 が開催 されたの が目立つ た。

なんとも激しい年であ った。首相 は 3人変わり、 ヲド自民を はいつのまにや ら 、自 社・

さミ になり 、 ミ政治改革ミ なんて誰もでき るとは信じていな1'， 自衛隊の存在も海外派兵

も た合慾ミ?といっているう ち、 世界最大の新聞が< 改怒試案>を発表 した。 日本 は こス

自
衛
隊
も
合
憲
、

P
KO

海
外
派
兵
も
い
い
で
し
ょ

う
、
H

解
釈
改
葬
で
ズ
タ

ズ
タ
に
さ
れ
て
い
る
憲
法

9

条
。
改
癒
派
の
動
き
も
激
レ

い
が
、

日
月
3
自
発
表
し
た

続
売
新
聞
の
改
憲
猷
案
は
大

き
な
波
紋
薪
お
と
し
た
。
憲

法
全
部
の
改
訂
案
だ
が
、
ね

ち
い
は
は
っ
き
り
9
条
。
一

方
市
民
グ
ル
ー
プ
の
熱
気
あ

ふ
れ
る
捜
憲
集
会
も
あ
ち
と

5
で
開
か
れ
て
い
る
。

4'~ 

.-，、

時
憐

自
分
探
し
』
(
栗
原
奈
名
子

監
督
/
写
真
)
が
、

各
地
で

よ
映
、
話
題
を
呼
ん
だ
。
リ

プ
を
知
ち
な
い
世
代
の
人

に
、
ぜ
ひ
、
見
て
も
色
い
た

い
作
品
。米

騒
動
、
国
を
相
手
に
集
団
訴
訟

昨
年
の
凶
作
で
、
政
府
は

m方
トJ
の
外
国
産
米
を
緊
急

輸
入
し
た
の
に
、
今
年
度
も

切
万
訟
の
減
反
#
語
家
に
創

り
当
で
た
。

「と
れ
は
お
か
し
い
」
と

茨
域
県
新
治
郡
八
郷
町
の
橘

で
、
全
国
の
生
産
農
家
と
消

費
者
団
体
が
連
繋
し
、
固
に

減
反
政
策一
差
し
止
め
を
す
る

集
団
訴
鉛
を
起
こ
し
た
。

生
雇
者
が
消
費
者
と
と
も

に
減
反
差
し
止
め
請
求
審
す

る
の
は
全
国
で
初
め
て
。

女
性
の
自
立
促
す
年
金
制
度
を

安
を
夫
の
被
扶
養
者
と
み
年
金
を
受
給
で
き
る
第

3
号

な
し
、
男
女
の
固
定
的
役
劃
被
保
険
者
制
度
の
改
革
を
求

堂
前
提
と
し
た
H

世
帯
単
炉
め
た
が
、

日
月
2
白
成
立
の

の
年
金
・
税
制
を
見
画
ぞ
う
年
金
改
革
関
趨
選
案
で
は
入

と
い
う
声
が
さ
か
ん
だ
。
女
れ
ら
れ
な
か
っ
た
o

「
不
公

住
の
自
立
し
た
年
金
制
度
を

平
な
年
金
制
度
」
や
「
パ

1

求
め
る
グ
ル
ー
プ
は
、
保
険
ト
削
万
円
の
一軍
{」
な
ど
を
考

料
を
支
払
わ
ず
、
老
齢
畢
礎
え
る
織
論
が
今
後
活
発
に
。

国
連
安
保
理
常
任
理
事
国
入
り
反
対

「国
連
軍
へ
の
参
加
」
「
軍
行
使
不
参
加
巴
な
ど
の
条
件

事
参
謀
委
員
会
」
へ
の
参
加
つ
き
で
理
事
国
入
り
の
立
候

は
ま
ぬ
が
れ
な
く
な
る
、
と
補
静
子

J

る
こ
と
を
決
め
、

9

国
連
安
全
保
障
理
受
E

の

常

月
幻
日
、
河
野
洋
平
副
総
理

任
理
事
国
入
り
に
反
対
す
る
・

外
相
が
国
選
総
会
で
、
乙

市
民
団
体
〈
個
人
〉
は
、
首
相
、
れ
に
添
っ
た
演
説
を
行
っ

外
務
大
臣
(
外
務
省
)
に

反

た
。
は
た
し
て
日
本
だ
げ
が

対
声
明
、
要
請
行
動
を
展
開
底
力
不
行
使
で
い
れ
吾
れ
る
の

貧
困
か
色
幼
い
子
ど
も
が

売
容
を
強
い
ち
れ
て
い
る
ア

ジ
ア
の
現
状
が
あ
る
。
5
月、

こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
を
数

お
う
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
「
プ

レ
ダ
」
で
通
勤
す
る
カ
レ
ン

神
父
が
来
日
、
各
地
で
鴇
溺
、

「
根
絶
」
を
訴
え
た
。
性
的

虐
待
者
は
金
持
ち
の
観
光
客

で
、
逮
捕
さ
れ
た
日
本
人
医

師
も
い
る
。
被
害
者
の
一
最
年

少
は
わ
ず
か
4
歳
と
い
う
。

日
本
で
は

5
月
辺
国
「
子

ど
も
の
権
利
条
約
」
が
や
っ

と
発
効
し
た
が
、

H

絵
に
か

い
た
モ
チ
H

で
な
く
、
実
際

H

世
界
の
子
ど
も
の
幸
せ
ρ

に
繋
が
る
こ
と
を
願
う
。

市
民
活
動
を
支
え
る
制
度
を
f

市
民
の
も
の
と
い
う
意
味

の
「
市
民
活
動
室
支
え
る
制

度
を
つ
く
る
会
C
S」
が
、

u月
5
日
発
足
し
た
。

日
本
の
市
民
活
動
団
体
は

法
人
格
宇
祷
っ
て
い
な
い
た

め
、
外
国
の
市
民
団
体
と
手

を
績
ん
で
活
動
し
に
く
い
、

資
金
が
集
A
忘
い
。
市
民
が

の
び
の
び
活
動
で
き
る
法
律

作
り
を
閏
的
に
結
成
さ
れ
た

会
で
、

5
年
筆
乞
め
ど
に
法

人
格
取
得
、
税
免
除
を
含
ん

だ
立
法
化
を
め
ざ
す
。

大
企
業
の
女
性
差
別
に
抗
議
f

企
業
基
ニ
ッ
ポ
ン
実
ち
は
l
月
三

一J
l
ヨ
!
ク

企
業
の
女
件
賃
金
昇
格
へ
の
の
国
連
女
性
差
別
撤
廃
委
に

差
別
の
実
態
と
そ
れ
に
対
す
反
論
レ
ポ
ー
ト
を
持
っ
て
訴

る
闘
い
が
顕
著
で
あ
る
。
日

え

た
。
そ
の
後
、
大
阪
婦
人

立
に
つ
づ
き
野
村
証
券
の
女
少
年
室
に
均
等
法
に
基
づ
く

位
も
裁
判
闘
争
に
入
り
、
大
調
停
を
申
摘
し
、
住
友
金
属

阪
の
住
友
系
各
社
の
女
性
た
が
間
意
、
調
停
に
入
っ
た
。

世
界
会
議
開
催
を
待
つ
北
京
f

第
4
回
世
界
女
性
会
議

(北
京
)
は
あ
と
9
カ
月
に

迫
っ
た
。
N
G
Oフ
ォ
ー
ラ

ム
の
参
加
受
け
付
け
も
始
ま

っ
た
。
北
京
の
平
日
附
も
進
ん

で
い
る
。
N
G
O
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
は
世
界
各
国
か
ら
2
万

人
の
参
加
が
予
想
さ
れ
、
日

本
の
女
性
グ
ル
ー
プ
恥
怪
界

に
訴
え
る
壇
備
に
忙
レ
い
。

「消
費
税
ア
ッ
プ
は
私
た

ち
の
生
活
を
直
撃
し
ま
す
」

山
泊
費
税
が
導
入
さ
れ
た
6

年
前
か
ら
、
駅
頭
宣
言
活
動

や
ハ
ガ
キ
作
戦
で
、
地
道
に

消
費
税
廃
止
を
訴
え
で
き
た

「
消
費
税
を
な
く
す
全
国
の

会
」
の
活
動
も
、
庶
民
の
頗

い
も
む
な
し
く
、
税
制
政
革

法
案
が
成
立
。
消
費
税
は
5

必
に
ア
ッ
プ
す
る
と
と
が
決

ま
っ
た
。「
金
が
足
的
援
き
ゃ

あ
消
費
税
を
ア
ジ
プ
す
れ
ば

い
い
」
図
式
が
恐
し
い
。

騎
浜
で
開
か
れ
た
「
国
際

エ
イ
ズ
会
議
」
に
来
日
し
た
、

ケ

一
カ
リ
フ
才
リ
ニ
ア
予
防
教
育

い

一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
の
グ
ロ

T
L

一
リ
ア

・
J
・
ロ
ケ
ッ
ト
さ
ん

円
J

一
が
各
地
で
講
演
。

「売
春
H

Y
一
労
働
者
」
と
し
て
の
週
初
を

ヴ」一

主
輩
。
以
来
、

H

売
春
と
い

I
J」
う
お
仕
事
M

を
め
ぐ
り
、
論

争
が
超
き
て
い
る
。

別
姓
法
制
化
へ
、法
制
審
試
案
出
る

ら
、
別
氏
原
則
の
B
案
で
は

婚
姻
後
の
一氏
の
転
換
を

一
切

認
め
て
い
な
い
。
子
の
亘
も

A
索
で
は
、
婚
姻
時
に
統

一
、

別
民
夫
婦
の
子
は
、
両
親
の

婚
姻
中
の
変
更
を
認
め
な
い

(
現
行
で
は
離
婚
し
て
い
て

も
変
更
で
き
る
)
な
ど
、
不

合
理
な
点
者
福
摘
す
金
問
が

あ
る
。

法
務
省
法
制
審
議
会
は
、

民
法
改
正
要
綱
猷
案
の
中
で

夫
婦
の
氏
阪
つ
い
て
、

A
案

・
同
氏
原
則、

B
案
・
別
氏

原
則
、

c案
・
同
氏
、
旧
姓

略
称
可
の
一-
一
案
を
提
示
。

と
れ
で
日
本
登
天
婦
別
姓

が
法
的
に
偲
め
畏
れ
る
と
と

に
な
る
が
、
子
の
氏
、
氏
の

自
己
決
定
橘
な
ど
の
観
点
か

ら
不
備
な
と
乙

p
b多
く
、

論
絡
を
つ
く
す
べ
き
、
と
い

う
意
見
も
出
て
い
る
。

例
え
ば
、
同
氏
原
尉
の
A

案
で
は
、
別
氏
か
ら
両
氏
へ

の
変
更
を
認
め
て
い
な
が

NE仁
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|男女共同参画室設置される|

〈水曜日〉1994年 11月 30日

%
年
、
国
際
婦
人
年
の
年

に
早
々
と
総
壇
府
に
「
婦
人

問
題
翌
歪
」
が
で
ち
、
仕

事
を
し
て
き
た
が
、
活
令
の

根
拠
の
な
い
存
在
だ
っ
た
。

今
度
は
、
恒
夫
的
な
組
織
と

し
て
男
女
共
同
社
盃
の
形
成

日
月
別
白
、
総
理
府
に
『
男

女
共
同
参
画
室
」
が
政
世
さ

れ
た
(
初
代
室
裏
・
板
東
真

理
子
さ
ん
)。

か
ね
て
強
く

要
望
さ
れ
て
い
た
ナ
シ
ョ
ナ

ル
マ
シ
!
ナ
リ

1
(園
内
本

部
機
梅
)
の
一誕
生
で
あ
る
。

混

沌

政

治

の

中

で

女

性

議

員

は

・

..
 

本
当
に
び
っ
く
り
し
た
の

が
と
と
し
の
政
治
。
政
治
改

革
関
虐
4
法
案
が
参
院
で
苔

決
、
数
日
後
に
ト
ッ
プ
談
合

で
成
立
。
2
人
で
結
穏
な
ち

機
会
は
い
呈
な
い
。
が
、
腐

敗
が
防
止
さ
れ
る
の
な
ら
そ

れ
で
も
い
い
か
と
患
っ
て
い

た
ら
、
ワ
イ
ロ
と
認
椴
せ
ず

も
ら
っ
た
金
は
政
治
献
金
、

な
ん
て
判
決
が
蛍
々
と
通

る
。
い
っ
た
い
な
に
E
と

?

H

非
自
民
ρ
は
l
年
で
H

自

.
社
・
さ
u
に
な
り
、
社
会

賞
総
理
の
出
現
に
仰
天
し
て

い
た
ら
、
安
保
は
堅
持
、
自

国壬~

， 
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政

府

は

戦

後

補

償

が

お

嫌

い

?

わ
切
だ
。
そ
し
て
「
元
、
従

軍
慰
安
婦
」
問
題
に
つ
い
て

〈
民
間
募
金
(
国
民
参
加
)

に
よ
る
見
舞
金
構
想
〉
を
う

ち
だ
し
た
。
乙
れ
は
、
当
事

者
、
内
外
の
支
援
団
体
の
激

し
い
抗
議
、
反
発
を
生
み
、

国
会
前
で
は
N

元
慰
安
婦
M

や
さ
ま
ざ
ま
な
戦
後
補
償
額

告
た
ち
の
ハ
ン
ス
ト
や
座
り

こ
み
が
続
い
て
い
る
。

政
府
は
、
被
爆
者
媛
綬
法

で
も
国
家
補
償
の
字
句
を
避

け
、
〈
特
別
務
祭
金
の
給

「
戦
後
補
償
」
の
問
題
は

政
府
(
外
務
省
子
)
の
堅
い

壁
に
つ
き
あ
た
っ
て
い
る
。

村
山
首
相
は
8
月
幻
日
、

戦
後
回
周
年
に
向
け
て
、
戦

後
処
理
問
題
へ
の
と
り
く
み

を
一
発
表
し
た
が
、
〈
個
人
補

償
は
行
わ
な
い
〉
と
い
う
政

府
方
針
を
踏
堕
す
る
考
-
え
を

明
冨
し
た
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
贈
和
条
約
に
よ
っ
「
戦

後
処
理
問
題
は
解
決
ず
み
、

と
い
う
従
来
か
ち
の
政
府
見

解
は
変
え
ら
れ
な
い
と
い
う

国釜~〈泣く曜日〉1994年 11月 30日

来
年
の
世
界
女
性
会
競

(
北
京
)
に
向
け
て
、
初
の

東
ア
ジ
ア
地
域
の
N
G
O
の

会
議
「
第
l
回
東
ア
ジ
ア
女

性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
、

川山
月

mω日
か
ら
辺
固
ま
で
神
奈
川

県
江
の
島
の
か
な
が
わ
女
性

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

7
カ
国

・
地
域
か
ら
参
加
。

国
情
の
ち
が
い
、
多
様
な
考

え
方
の
草
衰
の
り
こ
え

「
一

人
ひ
と
り
が
力
を
つ
け
、
東

ア
ジ
ア
の
未
来
を
女
た
ち
の

力
で
創
ろ
っ
」
と
宣
言
。
川

項
目
に
の
ぼ
る
得
動
計
画
を

採
摂
し
た
。

(3) 

を
総
合
的
に
推
進
す
る
。
同

室
の
設
置
は
何
代
か
の
内
閣

の
懸
案
だ
っ
た
が
実
現
は
羽

田
内
閣
、
熊
谷
女
性
問
題
担

当
大
匿
の
と
き
。
宥
前
世
を
あ

げ
た
(
写
真
)
直
後
に
内
閣

交
代
の
皮
肉
も
あ
っ
た
。

衛
隊
は
合
憲
、

P
K
O
海
外

派
兵
ど
っ
ぞ
と
つ
ぞ
に
も
う

あ
い
た
口
は
ふ
さ
が
ら
ず
。

た
ま
げ
て
い
る

2
Dに
、
年

金
改
悪
も
消
費
税
ア
ッ
プ
も

手
ぎ
わ
よ
く
と
ん
と
ん
議
会

通
過
。
そ
り
ゃ
そ
つ
だ
、
反

対
者
は
ご
く
少
数
だ
も
の
。

恐
い
も
の
な
し
。

日
本
は
ど
こ
へ
行
く
の

か
。
総
与
党
政
治
に
、
真
剣

に
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
も

多
い
。
己
ん
な
と
き
が
ん
ば

う
て
ほ
し
い
女
性
政
市
r歪
だ

っ
た
は
ず
だ
が

。
第
一
、

小
選
挙
区
制
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
ら
、
何
人
出
ら
れ
ま
す

か
ね
え
?

チ
マ
・チ
ヨ
ゴ
り
へ
の
暴
力
許
す
な

北
朝
鮮
の
「
核
疑
惑
」
報

道
帯
脅
庫
県
に
、
在
日
朝
鮮
人

へ
の
一
塁
力
が
多
発
し
た
。
被

害
は
弱
い
立
場
に
あ
る

ω代

の
女
子
生
徒
に
集
中
。
制
服

の
チ
マ
・
チ
ョ
ゴ
リ
を
切
ら

れ
る
、
脅
迫
さ
れ
る
な
ど
の

事
件
が
全
国
で
相
次
い
だ
。

「
女
子
生
徒
へ
m

J
リ

ノ

ふ

十
品

性
的
嫌
が
ら
せ
と
民
族
建
前

が
重
な
っ
た
悪
質
な
も
の
。

隈
元
に
日
本
人
益
百
の
排
外

.
差
別
思
惑
が
あ
る
」
と
、

女
性
が
1
y
卜
を
組
み
。
6

月
2
日
緊
急
声
明
を
発
表
。

事
件
を
き
っ
か
け
に

「差
別

根
絶
」
を
訴
え
る
行
動
を
開

付
〉
で
お
茶
を
に
ご
し
、
国

会
に
法
案
提
出
す
る
。
個
人

補
償
や
民
閣
の
補
償
に
無
閣

に
ひ
ろ
げ
る
と
キ
リ
が
な
い

と
い
う
政
府
官
僚
の
考
え
は

強
硬
だ
。
乙
の
堅
い
壁
に
戦

後
処
理
問
題
に
か
か
わ
っ
て

き
た
人
の
闘
で
も
、
「
村
山

談
話
は
、
個
人
補
償
の
名
目

で
は
な
い
が
、
実
質
的
に
個

人
支
援
の
道
を
同引き
出
し、

前
進
だ
」
と
い
う
意
見
も
あ

り
、
通
勤
の
側
も

2
つ
に
分

れ
そ
う
だ
。

「
与
党
従
軍
慰

安
婦
問
題
等
小
寮
」
も
罰
目
、

置
が
直
銀
個
人
補
償
は
で
き

な
い
と
、
「
基
金
」
で
解
決

す
る
方
針
を
決
定
し
た
。

韓
国
の
庭
身
隊
問
題
対
策

協
機
会
は
ハ

l
ク
の
国
際
仲

裁
裁
判
所
に
個
人
補
償
の
実

現
を
求
め
、
提
訴
す
る
予
定

だ
が
、
日
月
忽
目
、
国
際
法

律
委
員
会
(
本
部
・
ジ
ュ
ネ

ー
ブ
)
は
慰
安
婦
問
題
に
対

し
「
自
本
に
法
的
責
任
と
賠

償
義
務
が
あ
る
の
は
明
白

か
」
と
し
た
。
と
の
勧
告
が

今
後
ど
う
影
幽
玄
る
か
。
戦

後
補
償
問
題
は
解
決
を
見
な

い
ま
ま
弱
年
に
持
ち
越
さ
れ

そ
う
で
あ
る
。

憲法改正、読売新聞社が試案ι

Ef!f1回目~JjlI;濡

カ
イ
ロ
国
際
人
口
・
開
発
会
議

識
は
「
中
絶
」
や
「
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ツ
/
ラ

イ
ツ
」
の
定
礁
で
紛
糾
し
た

が
、
最
終
的
に
合
意
。
合
意

に
こ
ぎ
つ
防
た
の
は
力
強
く

活
動
し
た
世
界
の
N
G
O
の

女
性
の
力
と
も
言
わ
れ
る
。

爆
発
的
に
増
大
す
る
世
界

人
口
の
安
定
化
を
地
球
規
績

で
話
し
合
お
う
と
、

3
回
目

の
会
総
が
9
月
5
臼
3
日
目

ま
で
カ
イ
ロ
で
開
か
れ
た
。

今
回
初
め
て
政
府
代
表
団
に

樋
口
恵
子
さ
ん
ら

3
人
の
N

G
O代
宍
か
加
わ
っ
た
。
会

法
制
審
議
会
が

7
月
に
出

し
た
民
法
改
正
要
綱
猷
案
の

中
で
、
婚
外
子
(
非
嫡
出
子
)

の
法
廷
椙
続
分
芹
布
十
等
に
す

る
と
と
か
盛
り
込
ま
れ
た
o

m月
に
は
、
奈
良
地
裁
の
児

麗
扶
護
手
当
に
関
す
る
裁
判

で
、
差
別
は
連
憲
と
の
判
決

が
出
さ
れ
る
な
ど
、
こ
の
と

こ
ろ
婚
外
子
差
別
撤
廃
へ
向

け
て
の
動
き
か
目
立
つ
。

婚
外
子
の
住
民
票
記
載
に

差
別
が
あ
る
と
記
酔
え
て
い
た

「
住
民
票
一
続
柄
裁
判
」
の
控

訴
審
の
判
決
が
、
ロ
月
幻
自

に
出
る
が
、
差
別
撤
廃
へ
の

動
き
を
ど
う
見
る
の
か
注
目

さ
れ
る
o-支
援
す
る
会
で
は
、

集
会
な
ど
で
、
差
別
撤
廃
を
-

訴
え
て
い
る
。

リ
ク
ル
ー
ト
、
佐
川
、
ゼ

ネ
コ
ン
汚
職
に
対
す
る
国
民

の
政
治
不
信
か
ら
始
ま
っ
た

政
治
改
革
。
ぞ
れ
が
い
つ
の

間
に
か
政
治
改
革
関
連

4
法

案
の

2ち
小
選
区
制
が
中
心

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

%

小
選
挙
区
制
は
民
意
を
公

謝

E
に
反
映
し
な
い
、
会
性
が

選
挙
に
出
に
く
く
な
る
な
ど

古

か
ら
、

市
民
団
体
や
女
性
た

一

ち
が
猛
反
対
。
l
月
に
参
院

h

本
会
議
で
小
選
挙
区
制
を
含

臨

む

4
法
案
は
一
回
-Z
]一
決
さ
れ

闘
た
が
、

1
月
お
自
に
施
行
期

圃

日
を
削
除
し
た
4
法
案
が
衆

聞
院
査
官
織
で
可
決
、
成
立
し

L
邑
犠

た
。
そ
れ
に
伴
う
小
選
挙
区

の
区
制
り
法
が
け
は
月
幻
自

に
、
残
念
な
が
ち
成
立
し
た
。

ル
ッ
キ
ン
ク
・
フ
オ
|
-
フ
ミ
コ

叩
年
代
に
日
本
に
も
あ
っ

た
ウ
ー
マ
ン
・
り
ブ
運
動

を
、
当
時
の
宿
動
家
た
ち
の

現
在
と
当
時
を
追
い
な
が
ら

検
証
し
て
い
く
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー

『ル
ッ
キ
ン
グ

・
フ

ォ
l
・
フ
ミ
コ
女
た
ち
の

女
性
の
人
権
ア
ジ
ア
法
廷
聞
く

「女
性
の
人
権
ア
ジ
ア
法

き

が

3
局
9
日
j
U
日
東

京
で
開
か
れ
た
。
公
開
さ
れ

た
国
際
公
聴
会
(
模
続
裁
判
)

は
削
人
の
参
加
者
で
あ
ふ

れ
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
男
H
U|平和憲法の改悪を許すな 1

ろ
ぎ
も
せ
ず
、
証
言
を
剛
い

た
3

現
代
の
人
身
売
買
、
「
従

軍
慰
安
型
、
基
地
買
容
が

裁
か
れ
、
女
性
へ
の
性
暴
力

は
人
間
性
へ
の
犯
罪
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

ことしはさま

れから ど うなって行 くの か、先が見えない年の暮 。

女性の世界だけは、 来年 の第 4回世界女性会議 (北京) に向け、元気で、

ざまなア ジア関 係 の会 議 が開催 されたの が目立つ た。

なんとも激しい年であ った。首相 は 3人変わり、 ヲド自民を はいつのまにや ら 、自 社・

さミ になり 、 ミ政治改革ミ なんて誰もでき るとは信じていな1'， 自衛隊の存在も海外派兵

も た合慾ミ?といっているう ち、 世界最大の新聞が< 改怒試案>を発表 した。 日本 は こス

自
衛
隊
も
合
憲
、

P
KO

海
外
派
兵
も
い
い
で
し
ょ

う
、
H

解
釈
改
葬
で
ズ
タ

ズ
タ
に
さ
れ
て
い
る
憲
法

9

条
。
改
癒
派
の
動
き
も
激
レ

い
が
、

日
月
3
自
発
表
し
た

続
売
新
聞
の
改
憲
猷
案
は
大

き
な
波
紋
薪
お
と
し
た
。
憲

法
全
部
の
改
訂
案
だ
が
、
ね

ち
い
は
は
っ
き
り
9
条
。
一

方
市
民
グ
ル
ー
プ
の
熱
気
あ

ふ
れ
る
捜
憲
集
会
も
あ
ち
と

5
で
開
か
れ
て
い
る
。

4'~ 

.-，、

時
憐

自
分
探
し
』
(
栗
原
奈
名
子

監
督
/
写
真
)
が
、

各
地
で

よ
映
、
話
題
を
呼
ん
だ
。
リ

プ
を
知
ち
な
い
世
代
の
人

に
、
ぜ
ひ
、
見
て
も
色
い
た

い
作
品
。米

騒
動
、
国
を
相
手
に
集
団
訴
訟

昨
年
の
凶
作
で
、
政
府
は

m方
トJ
の
外
国
産
米
を
緊
急

輸
入
し
た
の
に
、
今
年
度
も

切
万
訟
の
減
反
#
語
家
に
創

り
当
で
た
。

「と
れ
は
お
か
し
い
」
と

茨
域
県
新
治
郡
八
郷
町
の
橘

で
、
全
国
の
生
産
農
家
と
消

費
者
団
体
が
連
繋
し
、
固
に

減
反
政
策一
差
し
止
め
を
す
る

集
団
訴
鉛
を
起
こ
し
た
。

生
雇
者
が
消
費
者
と
と
も

に
減
反
差
し
止
め
請
求
審
す

る
の
は
全
国
で
初
め
て
。

女
性
の
自
立
促
す
年
金
制
度
を

安
を
夫
の
被
扶
養
者
と
み
年
金
を
受
給
で
き
る
第

3
号

な
し
、
男
女
の
固
定
的
役
劃
被
保
険
者
制
度
の
改
革
を
求

堂
前
提
と
し
た
H

世
帯
単
炉
め
た
が
、

日
月
2
白
成
立
の

の
年
金
・
税
制
を
見
画
ぞ
う
年
金
改
革
関
趨
選
案
で
は
入

と
い
う
声
が
さ
か
ん
だ
。
女
れ
ら
れ
な
か
っ
た
o

「
不
公

住
の
自
立
し
た
年
金
制
度
を

平
な
年
金
制
度
」
や
「
パ

1

求
め
る
グ
ル
ー
プ
は
、
保
険
ト
削
万
円
の
一軍
{」
な
ど
を
考

料
を
支
払
わ
ず
、
老
齢
畢
礎
え
る
織
論
が
今
後
活
発
に
。

国
連
安
保
理
常
任
理
事
国
入
り
反
対

「国
連
軍
へ
の
参
加
」
「
軍
行
使
不
参
加
巴
な
ど
の
条
件

事
参
謀
委
員
会
」
へ
の
参
加
つ
き
で
理
事
国
入
り
の
立
候

は
ま
ぬ
が
れ
な
く
な
る
、
と
補
静
子

J

る
こ
と
を
決
め
、

9

国
連
安
全
保
障
理
受
E

の

常

月
幻
日
、
河
野
洋
平
副
総
理

任
理
事
国
入
り
に
反
対
す
る
・

外
相
が
国
選
総
会
で
、
乙

市
民
団
体
〈
個
人
〉
は
、
首
相
、
れ
に
添
っ
た
演
説
を
行
っ

外
務
大
臣
(
外
務
省
)
に

反

た
。
は
た
し
て
日
本
だ
げ
が

対
声
明
、
要
請
行
動
を
展
開
底
力
不
行
使
で
い
れ
吾
れ
る
の

貧
困
か
色
幼
い
子
ど
も
が

売
容
を
強
い
ち
れ
て
い
る
ア

ジ
ア
の
現
状
が
あ
る
。
5
月、

こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
を
数

お
う
と
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
「
プ

レ
ダ
」
で
通
勤
す
る
カ
レ
ン

神
父
が
来
日
、
各
地
で
鴇
溺
、

「
根
絶
」
を
訴
え
た
。
性
的

虐
待
者
は
金
持
ち
の
観
光
客

で
、
逮
捕
さ
れ
た
日
本
人
医

師
も
い
る
。
被
害
者
の
一
最
年

少
は
わ
ず
か
4
歳
と
い
う
。

日
本
で
は

5
月
辺
国
「
子

ど
も
の
権
利
条
約
」
が
や
っ

と
発
効
し
た
が
、

H

絵
に
か

い
た
モ
チ
H

で
な
く
、
実
際

H

世
界
の
子
ど
も
の
幸
せ
ρ

に
繋
が
る
こ
と
を
願
う
。

市
民
活
動
を
支
え
る
制
度
を
f

市
民
の
も
の
と
い
う
意
味

の
「
市
民
活
動
室
支
え
る
制

度
を
つ
く
る
会
C
S」
が
、

u月
5
日
発
足
し
た
。

日
本
の
市
民
活
動
団
体
は

法
人
格
宇
祷
っ
て
い
な
い
た

め
、
外
国
の
市
民
団
体
と
手

を
績
ん
で
活
動
し
に
く
い
、

資
金
が
集
A
忘
い
。
市
民
が

の
び
の
び
活
動
で
き
る
法
律

作
り
を
閏
的
に
結
成
さ
れ
た

会
で
、

5
年
筆
乞
め
ど
に
法

人
格
取
得
、
税
免
除
を
含
ん

だ
立
法
化
を
め
ざ
す
。

大
企
業
の
女
性
差
別
に
抗
議
f

企
業
基
ニ
ッ
ポ
ン
実
ち
は
l
月
三

一J
l
ヨ
!
ク

企
業
の
女
件
賃
金
昇
格
へ
の
の
国
連
女
性
差
別
撤
廃
委
に

差
別
の
実
態
と
そ
れ
に
対
す
反
論
レ
ポ
ー
ト
を
持
っ
て
訴

る
闘
い
が
顕
著
で
あ
る
。
日

え

た
。
そ
の
後
、
大
阪
婦
人

立
に
つ
づ
き
野
村
証
券
の
女
少
年
室
に
均
等
法
に
基
づ
く

位
も
裁
判
闘
争
に
入
り
、
大
調
停
を
申
摘
し
、
住
友
金
属

阪
の
住
友
系
各
社
の
女
性
た
が
間
意
、
調
停
に
入
っ
た
。

世
界
会
議
開
催
を
待
つ
北
京
f

第
4
回
世
界
女
性
会
議

(北
京
)
は
あ
と
9
カ
月
に

迫
っ
た
。
N
G
Oフ
ォ
ー
ラ

ム
の
参
加
受
け
付
け
も
始
ま

っ
た
。
北
京
の
平
日
附
も
進
ん

で
い
る
。
N
G
O
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
は
世
界
各
国
か
ら
2
万

人
の
参
加
が
予
想
さ
れ
、
日

本
の
女
性
グ
ル
ー
プ
恥
怪
界

に
訴
え
る
壇
備
に
忙
レ
い
。

「消
費
税
ア
ッ
プ
は
私
た

ち
の
生
活
を
直
撃
し
ま
す
」

山
泊
費
税
が
導
入
さ
れ
た
6

年
前
か
ら
、
駅
頭
宣
言
活
動

や
ハ
ガ
キ
作
戦
で
、
地
道
に

消
費
税
廃
止
を
訴
え
で
き
た

「
消
費
税
を
な
く
す
全
国
の

会
」
の
活
動
も
、
庶
民
の
頗

い
も
む
な
し
く
、
税
制
政
革

法
案
が
成
立
。
消
費
税
は
5

必
に
ア
ッ
プ
す
る
と
と
が
決

ま
っ
た
。「
金
が
足
的
援
き
ゃ

あ
消
費
税
を
ア
ジ
プ
す
れ
ば

い
い
」
図
式
が
恐
し
い
。

騎
浜
で
開
か
れ
た
「
国
際

エ
イ
ズ
会
議
」
に
来
日
し
た
、

ケ

一
カ
リ
フ
才
リ
ニ
ア
予
防
教
育

い

一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
の
グ
ロ

T
L

一
リ
ア

・
J
・
ロ
ケ
ッ
ト
さ
ん

円
J

一
が
各
地
で
講
演
。

「売
春
H

Y
一
労
働
者
」
と
し
て
の
週
初
を

ヴ」一

主
輩
。
以
来
、

H

売
春
と
い

I
J」
う
お
仕
事
M

を
め
ぐ
り
、
論

争
が
超
き
て
い
る
。

別
姓
法
制
化
へ
、法
制
審
試
案
出
る

ら
、
別
氏
原
則
の
B
案
で
は

婚
姻
後
の
一氏
の
転
換
を

一
切

認
め
て
い
な
い
。
子
の
亘
も

A
索
で
は
、
婚
姻
時
に
統

一
、

別
民
夫
婦
の
子
は
、
両
親
の

婚
姻
中
の
変
更
を
認
め
な
い

(
現
行
で
は
離
婚
し
て
い
て

も
変
更
で
き
る
)
な
ど
、
不

合
理
な
点
者
福
摘
す
金
問
が

あ
る
。

法
務
省
法
制
審
議
会
は
、

民
法
改
正
要
綱
猷
案
の
中
で

夫
婦
の
氏
阪
つ
い
て
、

A
案

・
同
氏
原
則、

B
案
・
別
氏

原
則
、

c案
・
同
氏
、
旧
姓

略
称
可
の
一-
一
案
を
提
示
。

と
れ
で
日
本
登
天
婦
別
姓

が
法
的
に
偲
め
畏
れ
る
と
と

に
な
る
が
、
子
の
氏
、
氏
の

自
己
決
定
橘
な
ど
の
観
点
か

ら
不
備
な
と
乙

p
b多
く
、

論
絡
を
つ
く
す
べ
き
、
と
い

う
意
見
も
出
て
い
る
。

例
え
ば
、
同
氏
原
尉
の
A

案
で
は
、
別
氏
か
ら
両
氏
へ

の
変
更
を
認
め
て
い
な
が

NE仁
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工

夫
勺年九
RP
R
h
d
R払

W
桜
島

MFE
雲
悪
霊
「
役
の
行
者
」
と
川

1
4
Z
E
O
歳
、
賓
佐

me-
-主

喜

号

、

境

内

の

一

樹

齢

干

川

…
一
三
手
三

3
3泊
ヨ
占
崩
事
士
一
日
F

告
訴

川

日

uuuuuuu
び
、
帰
郷
し
て
議
事
事
選
弘
(
福
山
霊
)
に
訴
状
を
か
が
あ
る
そ
う
で
す
。
現
在
、
執

一
秩
父
竜
人
三
代

ν一

に
げ
い
日
比
ド
い
日
川
は
同
」
開
き
、
の
ち
に
大
宮
学
校
(
現
ざ
レ
で
か
け
よ
っ
た
と
い
う
の
内
は
子
ど
も
の
遊
び
場
と
し
て
州

山
江
戸
末
期
の
襲
2
(
1
8
秩

議

ふ

学

校

)

を

新

設

し

で

す

。

開

放

さ

れ

て

い

享

か

、

大

ケ

…

川
4
9
)
年
、
思
代
官
に
苦
し
め
た
僻

(
1
8
4
7
1
1
9
1

江
声
時
代
の
約
3
百
年
間
ヤ
キ
の
元
に
は
、
武
甲
山
か
色
川

川
ち
れ
る
l
万
余
の
住
民
を
悲
つ

O
)
、
さ
ら
に
執
筆
教
育
、
は
、
善
意
ち

3
千
件
毒
事
案
れ
て
、
「
縄
文
の
霊
山

川
た
め
に
、
は
り
つ
け
刑
を
覚
悟
観
光
な
ど
を
通
し
て
秩
父
の
村
す
一
侠
が
発
生
、
と
の
一
事
態
に
水
」
と
時
ば
れ
る
提
水
が
、
い
川

川
で
時
の
老
中
に
直
訴
し
、
許
さ
お
と
し
に
尽
力
し
た
啓
山

(
l
困
民
の
味
方
を
し
権
力
に
抵
抗
ま
も
再
開
い
て
い
ま
す
O

川

町
無
事
帰
っ
た
女
性
が
、
埼
玉

8
7
6
3
1
9
4
5
)
と
、
秩
し
た
人
は
い
る
が
、
下
総
の
佐
秩
父
は
民
衆
の
反
軍
神
が
川

川
県
・
秩
父
に
い
た
と
い
手
|
父
市
中
町
の
今
宮
神
社
宮
司
家
倉
宗
五
郎
、
大
阪
の
大
題
平
八
強
い
土
地
柄
と
し
て
知
ら
れ
て
州

川
「
村
お
こ
し
の
曙
同
と
白
本
史
の
先
智
兵
の
足
跡
を
た
ど
っ
郎
な
ど
男
性
で
す
。
江
一
戸
時
代
い
ま
す
。
本
の
中
で
、
著
者
の
川

川
の
盲
点
を
探
る
」
と
あ
り
、
地
た
も
の
で
す
。
の
直
控
室
か
、
聡
く
て
も
和
田
武
男
氏
は
、
「
鉄
父
は
白
川

川
方
史
に
関
心
の
あ
る
私
は
、
興
直
子
は
当
時
、
重
税
に
あ
え
遠
島
。
が
、
直
子
は
相
手
が
天
本
史
の
宝
庫
。
こ

ρ狭
い

地

岐

川

捌

房

川
味
を
ひ
か
れ
、
秩
父
市
内
の
一
曹
長
父
塵
民
が
一
撰
突
入
を
は
下
一
と
一
昔
因
わ
れ
た
英
明
な
阿
部
に
縄
文
か
ち
明
治
ま
で
の
座
史
川
を
川
北
京
・
『世
昇
女
笠
宮
織
へ

川
底
で
「
秩
父
向
車
人
一
一
一
代
記
」
緩
か
っ
た
と
き
に
、
困
民
の
犠
牲
正
弘
と
い
う
と
と
が
幸
い
し
、
が
も
の
の
を
ぎ
に
凝
縮
さ
れ
川
向
り
て
の
特
集
と
し
て
い
る
。

川
文
社
、

2
干
円
)
と
い
う
本
を
#
泊
や
さ
な
い
た
め
、
病
気
の

ω日
の
入
牢
で
故
郷
に
帰
さ
れ
て
い
る
」
と
言
い
ま
す
。
秩
父
川
「
あ

E
D」
が
、
今
、
開
催

川
手
に
し
ま
し
た
。
夫
(
今
喜
善
司
第
五
・
た
と
い
う
、
長
も
宇
ら
レ
と
い
う
函
方
景
色
、
日
本
叩
=
一
皇
室
Z
E
E
-
E
==
一
三
Z
E
E
-
=
=
=
三
宣
言
Z
Z
E
E
-
z
=
=
E
=
三
一
言
=
一
三
一
三
一
芸
-
z
i
三
三
一喜
一喜
一

=
=
三
=
一三
一
言
=
Z
E
E
-
E
一
三
=
一
三
=
=
=
一
三
一
三
一
三
=
-
z
Z
Z
E
E
-
Z
E
E
-
z
=
=
=
=
芸
=
一
三
一
一三
一
川
本
は
直
訴
の
女
性
・
実
合
直
実
合
純
乗
)
に
代
わ
り
、

2
歳
い
こ
と
で
す
o

史

を

見

て

み

る

の

も

、

お

も

し

山

で

土

曜

日

は

ド

ン

が

半

分

だ

っ

が♂
b
E吾
川J
U記
長
引
諮
問
山
町
民
摂
取
引
品
目
控
訴
駐
日

ufhm閉
山
劇
閉
提
言
持

ー
I
l
l
1
1
11
1
11
1
L
T王室
一三一ZE--一一三塁=-Ez--一=一一
一==主主主一三===三=一主主主一ZE--一一=FZE--一喜一一三一一一三ZE--三一一一三一一三ZE--=-一三一一=一一一三ZE--三一一一三一一三一三喜一三=E=一三一川ド
l
ン
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
を
出
来
て
う
れ
し
い
で
す
。
た
時
も
ド

i
ン
は
大
阪
の
街
に

充
実
、
チ
ボ
リ
族
だ
げ
で
な
く
、
川

弘

九
1
J
V移

民

)

。

・
主
情
報
道
議
、
景
の
機
関
践
を
中
心
に
、
新
聞
、
川
大
き
く
と
り
あ
げ
て
下
さ
っ
首
の
大
阪
で
は
、
今
の
様
に
ひ
び
い
て
い
て
そ
れ
が
お
昼

少
数
山
岳
民
族
の
自
立
を
量
川
ふ
ぬ
早
川
野
被

一
位
入
賞
の
ポ
ス
タ
ー
(
写
憲
法
会
議
、
憲
法
皇
柏
原
則
雑
誌
、
パ
ン

Z
Yト
、
単
行
川
で
、
大
限
の
警
と
し
て
は
う
時
計
が
さ
に
で
も
な
か
っ
た
の
合
図
に
な
っ
て
い
ま
し
た

0

・
塁
手
の
宅
重
し
よ
う
と
川

t弘
法
説
申
込
:
真
)
は
、
露
五
さ
ん
(
仙
霊
老
妻
女
性
逗
絡
会
が
本
に
置
き
の
こ
し
た
論
文
、
記
川
れ
し
い
で
す
。
の
て
大
阪
娘
、
か
ち
打
た
れ
る
ド
1
ン
に
は
夜
明
け
の
意
味
が

い

品

手

。

現

在

八

百

人

工

芝

議

等

号

室

。

メ

イ

ン

コ

ピ

1
5け

団
悼
と
な
っ
て
「
く
事
、
豊
の
著
作
約
1
6
0川
賞
十
五
歳
。
ド
l
ン

セ

大

事

l
ン
と
い
皇
室
あ
き
つ
で
す
が
、
量
産

の
塁
手
の
パ
イ
オ
デ
ー
タ
草
川
、

:
J級
品

議

議

慨

は
鳥
居
勝
産
さ
ん
史
書
市
)
色
し
、
罰
・
平
和

・
か
窓
口
点
を
収
録
し
た
初
め
て
の
集
川
ン
タ
l
に
つ
い
て
は
、
戦
後
す
活
の
中
心
に
な
っ
て
い
ま
し
人
に
と
っ
て
は
懐
し
い
ド
i
ン

て
い
る
と
い
う
乙
と
。
あ
な
た
川

d
J
務
Y
J叫
『

日
本
は
動
物
に
や
さ
し
い
り
憲
法
日
・
尊
霊
室
、
成
。
そ
れ
は
戦
前
、
戦
後
を
通
川
ぐ
主
要
求
し
運
動
し
て
来
た
た
。
ド
l
ン
が
な
っ
た
か
ら
昼
で
あ
っ
た
の
て
と
の
名
前
に

も
ぜ
ひ
、
里
親
に
な
っ
て
下
さ
川
ぷ
議
緩
昭
電

園

で
す
か
』
。
日
本
教
育
会
館
で
開
い
た
。
し
た
女
性
運
動
の
一
歴
史
そ
の
も
川
一
人
で
す
。
昼
い
こ
と
待
っ
た
と
飯
に
し
よ
う
と
か
雷
っ
て
。
賛
成
し
ま
し
た
。

一
出
前
詰
正
義
一
ゑ
お

陣
儲
巴
一間諮問的)(明白書官河内信号

uuiTづ
え

き
畑
塵
業
で
生
活
し
て
き
た
民
川

H
H
H月
日

」

ご

事

ぺ

d
&
皇
室
性
運
動
・
政
界
浄
よ
る
詳
細
な
解
説
と
倒
市
川
肌

族
。
簡
繁
華
に
住
み
、
食
事
山
動
物
量
法
改
正
宇
め
ざ
す
校
げ
に
長
選

化
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
市
話
会
E

に
よ
る
市
川
房
枝
記

も
自
に
1
1
2皮
で
栄
養
状
態
川
市
民
の
会
(
事
務
局

・
自

然

と

最

大
の
国
重
献
は
一

川
房
枝
さ
ん
の
生
誕
型
、
婦
警
総
震
が
収
録
さ
れ
て
い
山

も
悪
く
、
風
土
病
で
苦
し
む
人
川
動
物
を
考
え
る
市
民
会
議
)
で

九
条
を
守
る
こ
奈
川
一

人
参
政
印
周
年
を
記
念
し
た
る
。
セ
ッ
ト
定
価
日
万
5
千

ふ

が
多
く
い
ま
す
。
学
校
に
行
き
川
は
、
動
物
保
範

「
コ
ン
ド
l
ム
は
失
敗
率
が
高
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
期
に
、
再
発
性
外
陰
へ
ル
ベ
ス

ぃ
、
に
も
か
か
わ
ち
ず
使
う
人
「
ピ
ル
は
、
エ
イ
ズ
の
予
防
に
感
染
し
て
い
る
人
の
お
産
を

は
多
く
て
中
絶
が
後
を
断
た
な
に
な
ら
な
い
」
共
に
準
備
し
て
い
っ
た
経
験
が

い
。
ピ
ル
は
こ
の
間
題
を
解
消
こ
の
よ
フ
な
理
面
で
壁
畜
あ
る
。
当
時
、
ク
言
ラ
ア
も

す
る
」
と
い
z
昌
嗣
法
も
自
に
す
は
，
ピ
ル
認
可
を
凍
結
ρ
し
た
。
耳
新
し
い
病
気
だ
っ
た
が
、
ベ

い

ま

、

日

本

で

一

番

忙

し

い

長

は

ほ

じ

め

て

。

い

た

。

「

で

ち

キ

チ

ン

と

し

た

明

治

の

人

で

、

日

沼

田

も

休

む

に

な

り

、

海

外

は

副

社

長

の

担

る

が

、

H

失
敗
率
の
問
題
H

は
グ
正
家
肢
計
画
協
会
が
、
「
エ
イ
ズ
ニ
シ
リ
ン
の
効
か
な
い
淋
満
や

女
性
の

一
人

か

も

し

れ

な

い

。

「

な

営

私

が

ワ

そ

れ

は

選

ん

仕

事

を

し

、

も

つ

け

で

な

く

、

と

と

が

で

き

な

い

人

。

日

曜

日

当

に

。

確

に

鍛

う

さ

つ

に

し

て

い

く

H

の
予
防
薬
と
し
て
一
開
発
さ
れ
た

H
I
v、
A
I
D
Sに
つ
い
て

自
動
画
廊
の
副
社
長
で
海
外
は
で
下
さ
っ
た
組
合
員
の
皆
さ
ん
若
い
作
者
を
育
て
て
い
る
H

プ

に

は

郊

外

の

画

家

の

お

宅

に

伺

‘

「

私

が

仕

事

を

始

め

た

一

九

と

解

消

す

る

し

、

ペ

ッ

サ

リ

ー

の

で

は

な

い

密

だ

」

等

の

反

論

は

九

0
年
代
に
な
っ
て
情
報

一
手
に
担
当
、
年
に
五
カ
月
は
に
聞
か
な
い
と
わ
か
皇
せ
ん
ロ
の
園
商
H

が
い
る
の
で
す
。
う
の
で
す
。
そ
ん
な
時
、
私
た
七
O
表

、

日

本

で

は

ま

だ

ま

も

事

戸

」

。

役

立

た

ず

の

し

ろ

を

お

こ

な

っ

た

の

は

九

二

年

の

が

、

ド

ー

っ

と

久

っ

て

き

た

。

海
外
に
い
る
。
そ
の
合
聞
に
美
が
、
多
分
、
私
が

H元気
H
?て
れ

を

ア

ッ

午

ル

し

た

い

」

。

ち

み

な

を

つ

れ

て

行

く

の

で

だ

女

で

は

制

約

が

多

か

っ

た

。

診

と

決

め

つ

け

た

り

中

絶

を

こ

と

だ

o

女
の
か
ら
だ
は
オ
リ
モ
ノ
が

術
エ
シ
セ
イ
宇
信
き
、
つ
い
先
い
い
か
ろ
よ
。
こ
の
不
況
で
皆
と
り
あ
え
ず
、
組
合
で
「
勉
強
す
o
私
は
そ
ん
な
ふ
う
に
し
て
そ
の
点
、
海
外
で
は
な
ん
の
差
一
十
月
十
八
日
付
の
朝
日
薪
聞
ピ
ル
は
優
れ
て
い
る
」
と
発
表
引
き
合
い
に
出
し
て
脅
か
し
た
私
は
セ
ル
フ
・
ヘ
ル
プ
グ
ル
保
態
レ
て
い
た
り
、
卵
皆
や
子

ご
ろ
、
園
高
と
し
て
の
ま
事
滅
入
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
o

会
」
帯
復
活
す
る
な
ど
、
ア
イ
一
流
の
画
家
の
絵
を
見
、
自
然
別
な
く
、
仕
事
し
や
す
か
っ
た
一
「
論
壇
」
に
、
家
族
計
画
協
会
し
た
背
景
を
知
る
と
と
が
で
き
と
と
ろ
で
ぜ
ル
解
ヂ
へ
の

l
プ
と
し
て
、
長
が
か
か
り
宮
を
無
菌
に
保
つ
よ
う
な
仕
組

人

と

の

出

会

い

を

書

い

た

「

女

私

が

い

つ

も

元

気

で

明

る

く

や

デ

ィ

ア

亭

ね

っ

て

い

る

。

の

で

す

」

一

ク

リ

ニ

ッ

ク

所

畳

(
H
医
踊
・
な
い
。
時
々
ピ
ル
を
切
ら
し
て
推
進
力
と
は
な
ち
な
い
だ
ろ
や
す
い
病
気
の
同
染
症
u

に
閲
み
に
な
っ
て
お
り
、
な
か
な
か

だ

か

色

、

女

だ

て

ら

に

」

(

憩

っ

て

い

る

の

が

買

わ

れ

た

の

じ

「

自

動

画

廊

で

は

、

バ

ブ

ル

ヨ

ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
一
北
村
邦
夫
民
)
の
「
ピ
ル
使
厨
図
っ
て
い
る
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
う
。
心
を
痔
っ
た
。
「
い
ま
な
ぜ
厚
よ
く
出
来
て
い
る
。
し
か
し
、

談
社
)
重
版
し
た
ば
か
り
o

ゃ
な
い
か
し
ち
」
「
逆
境
の
全
盛
の
時
も
J
ナ
ャ
リ
テ
ィ
ゃ
、

4

』

ロ
シ
ア
、
中
園
、
香
港
・
世
界
一
の
早
期
認
可
を
謹
む
」
が
載
っ
る
こ
と
も
あ
り
、
情
報
が
必
要
「
援
活
選
択
肢
は
広
い
方
生
省
は
雄
吾
と
ピ
ル
d

に

H
I
V
(
エ
イ
ズ
富
ウ
ィ
ル

そ
の
上
、
乙
と
し
五
月
か
ら
、
需
要
性
の
方
が
強
い
の
で
ミ
ニ
ヨ
ン
匿
と
い
っ
て
、
小
さ

t町
く

中
を
歩
く
。
仕
事
の
合
闘
の
土
、
↑
て
い
た
。
「
五
千
人
の
女
性
の
な
の
だ
が
、
副
作
用
に
関
す
る
が
良
い
。
ピ
ル
が
解
禁
に
な
色
注
目
し
て
い
る
の
?
」
と
、
疑
ス
)
に
対
し
て
、
ひ
と
た
ま
り

皇
洋
画
商
協
同
組
合
の
理
事
は
な
い
で
し
ょ
主
。
耐
え
る
な
サ
イ
ズ
の
絵
ば
か
り
の
展
示

訴

ゆ

る

日
曜
は
、
車
く
起
き
て
美
術

一協
力
毒
て
語
れ
た
臨
床
試
治
験
の
書
も
結
果
実
は
企
な
い
の
一は
女
性
の
器
産
い
間
が
わ
い
た
の
だ
。
も
な
い
と
と
は
ハ

ッ
キ
リ
し
て

詰
課
税

5
1っ
て
い
言
語
れ

厩

明

書
一
語
長
一語
告
書
諮
問
軒
尋
問
日
記
言
明
ノ
町
一
特
許

n
f紅型
刊
誌
諒

一
震
を
持
つ
が
、
在
の
理
事
長
い
歴
史
が
あ
る
の
尺
一
員
え
ま
白
す
か
ら

・

4
り
が

百

四

当

で

寝

室

議

室

)

に

な

っ

一信
を
も
っ
て
い
る
」
と
ロ
襲

;

つ
喜
た
が
正
解
だ
っ
た
、
と

一
恥
羽
ゆ

刊
誌
持
錯
誤
早
川
短
れ

組

気

持
問
一
日
告
と
れ
れ
十
ト
諸
問

ア
ナ
タ
が
撃
ま
な
い
も
の
を

言
人
種
っ
さ
え

一

陣

F
M
f
g
よ
く
な
い
。
「
ま
ず
、
組
合
が
代
自
動
車
社
長
長
谷
川
仁

ス

ω
元

い
る
世
界
百
五
十
二
の
豆
容
量
ピ
ル
を
豊
富

5

5

t

i

込
ん
で
、
女
の
コ
ン
ド
l
ム
が

一
園
岡
崎
明
λ
ぃ

.az
あ
る
、
と
い
う
事
実
を
ア
ッ
ピ
さ
ん
)
以
来
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
」

.

4

、

館

、

す

べ

て

を

良

谷

川

さ

ん

自

一

用

せ

ざ

る

を

得

な

い

」

と

説

明

登

場

し

、

男

も

す

す

ん

で

一
司
針
金

ー作
品
d
u
r
L町
長
信

れ

外

日
市
詳
説
す
れ
同
一
し
況
下
現
在
員

わ
た
し
た
ち
に
勧
め
な
い
で

日
間
話
詰
女

一

一

長

舗

の

?

い

雲

P
が

充

実

日

動

車

社

長

)
j

海

ど
世
界
忠
実
一
種
に
震
に
一

2
F対

す
る
著

書

v

た
ち
に
童
書
し
つ
け
る
一
傾

三
司
「
院
内

4
2貨

を
一
般
人
と
縁
の
な
と
恋
愛
車
。
結
婚
七
年
目
、

Iへ
は

足
を
運
ん
で
い
実
は
な
い
と
一
貫
ヒ
ル
の
売
主
み
が
激
し
さ

森

冬

実

向
は
改
ま
り
つ
つ
雲
け
れ
ど

一

J
I
-
-

い
世
界
と
恩
わ
せ
、
震
を
招
三
人
目
の
子
ど
も
が
で
き
た
時

ー

ソ

月

思
い
ま
す
よ
」

一
毒
レ
て
お
り
、
安

売

り

合

戦

ピ

ル

の

市

場

も

変

わ

る

と

い

え

一寸
l
川
川
リ

----------EE---E
・E・

か
ら
画
廊
の
仕
事
を
始
め
る

o

'
'

本
物
の
い
い
も
の
を
見
る
こ
一
に
火
花
が
散
っ
て
い
る
。
ソ
フ
ピ
ル
が
無
く
て
も
女
た
ち
は
「
望
ま
な
い
肯
法
#
借
や
し
た
オ
リ
モ
ノ
は
体
調
を
知
ら
せ
る
る
。

二

制

諜

圃

悶

悶

剛

山

胤

閑

闘

闘

圃

主
に
画
の
一
塁
を
と
」

十

れ

ヵ

と

が

重

量

る

一
番
の
勉
強
一
ィ
ア
A
、
ア
ル
テ
ィ
ン
D
、
ド
雪
な
い
、
患
い
え
る
。
「
先
後
の
一
責
任

(4) 
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「
チ
ボ
リ
国
際
里
親
の
会
円
J

O
F
P
A
)
』
(
会
蚕
・
北
沢

杏
子
)
で
は
、
「
あ
な
た
も
里

親
に
な
同
云
せ
ん
か
?
」
と
会

員
を
募
っ
て
い
ま
す
。

J
O
F
P
Aは
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の
南
コ
タ

パ
ト
州
に
住
む
、
少
数
山
岳
民

族
チ
ボ
ソ
族
の
字
少
」
一
あ
た
ち
の

里
親
と
な
り
、
教
育
の
懲
百
を

与
え
よ
手
と
い
う
人
遣
の
集
ま

り
で
す
。
月
額
2
0
0
0円
の

寄
付
で
、
賊
字
教
育
の
拡
大
と

議斤陪有

昌部記念切怠母
少数山岳民族の自立を支援

オ
ラ
ン
ダ
の
巻
⑤

会最 f、

チボリの民族衣裳を唐た子どもたち
(JOFPAリーフレッ卜より)

A

「
や
、
世
界
中
の
海
の
幸

が
私
た
ち
の
食
卓
に
空
耳
糊
さ

れ
て
い
る
。
例
え
ば
オ
ラ
ン

ダ
に
水
期
立
己
れ
る
炭
山
の

ニ
シ
ン
、

二
十
年
前
は
そ
の

多
く
の
カ
ズ
ノ
コ
が
食
べ
ず

に
捨
て
ら
れ
て
い
た
と
い

う
。
ア
ジ
の
鮮
魚
も
魚
屋
で

売
色
れ
て
い
る
が
、
オ
ラ
ン

ダ
人
は
殆
一
ど
食
べ
な
い
。

以
前
私
が
住
ん
で
い
た
静

岡
県
沼
津
市
は
、
全
国

一
の

ア
ジ
の
ひ
ら
4

官
の
生
産
地
で

あ
る
。
あ
る
朝
、
形
が
日
本

の
も
の
に
そ
っ
く
り
で
鮮
度

も
よ
さ
そ
う
な
ア
ジ
を
見
つ

ゆ
て
、
さ
っ
そ
く
作
っ
た
こ

と
の
な
い
干
物
作
り
に
挑
戦

し
た
。
だ
が
、
問
題
は
ど
こ

に
平
す
か
で
あ
る
。

友
人
の
一
人
が
、
冷
蔵
庫

内
に
広
げ
て
乾
一
讐
せ
た
と

い
う
の
で
斌
し
て
み
た
が
、

う
ま
く
乾
か
な
い
22足
、
に

お
い
が
庫
内
に
と
も
っ
て
し

春
つ
。
私
な
ど
渥
蘭
す
る
と

き
に
は
患
い
も
つ
か
な
か
っ

た
平
物
作
り
用
網
寵
を
、
増

備
よ
く
持
っ
て
来
て
い
た
人

が
い
た
。
乙
れ
な
ち
ハ
エ
を

気
に
す
る
こ
と
な
く
軒
下
に

吊
し
て
干
す
と
と
が
で
き

る
。
さ
っ
そ
《
借
用
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。

ア
ジ
は
、
ま
す
腹
聞
き
に

国壬!t'
一明鵡司旬開閉・ ァ-

の
歯
っ
ぴ
い
ス
マ
イ
ル

・
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
「
ザ
・
ベ
ス
ト
・
ス

マ
イ
ル

・
オ
プ
・
ザ
・
イ
ヤ
l

芦
」
の
今
年
度
受
賞
者
に
回
申

真
紀
子
科
学
技
術
庁
長
官
と
オ

リ
ク
ク
ス
の
イ
チ
ロ

l
選
手

が
、
全
国
の
歯
糾
医
師
た
ち
の

役
票
で
一
選
ば
れ
た
5

田
中
さ
ん
は
「
最
近
、
笑
闘

を
見
せ
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ

た
の
で
、
乙
の
貨
を
頂
い
た
の

は
光
栄
」
と
い
い
、
イ
チ
ロ
1

選
手
と
の
共
弔
問
は
?
の
質
問

に
「
幼
い
と
ろ
か
ら
父
親
の
特

例
を
受
け
た
こ
と
」
。

イ
チ
ロ
l
選
手
は
、
一
日
五

回
歯
を
み
が
く
そ
う
で
あ
る
。

「
自
分
の
笑
顔
を
窓
隠
し
た
こ

と
は
な
い
が
、
前
歯
が
気
に
い

っ
て
い
る
」
そ
う
だ
。

【
作
り
方
】

①
ボ
ウ
ル
に
室
遭
に
戻
し

た
ク
リ
ー
ム
チ
l
ズ
と
グ
ラ

ニュ

1
糖
(
加
古
)
を
入
れ
、

木
ベ
ラ
で
よ
く
す
的
混
ぜ
、

バ
ニ
ラ
、

レ
モ
ン
エ
y

セ
ン

ス
、
卵
黄
を
加
え
て
良
く
混

ぜ
る
。

ュ
l
糖
(
初
耳
)
を
3
固
に

分
け
な
が
色
入
れ
、
固
く
泡

立
て
メ
レ
ン
ゲ
に
す
る
。

⑤
③
の
生
地
に
④
の
メ
レ

ン
ゲ
凶
貨
を
加
え
て
、
泡
を

つ
ぶ
さ
な
い
さ
つ
に
混
ぜ
、

さ
ら
に
残
り
を
加
え
て
サ
y

ク
リ
と
痘
ぜ
る
。

⑥
準
備
し
た
型
に
流
レ
、

天
板
一
に
濁
を
張
り
、
別
度
の

オ
ー
プ
ン
で
一
時
間
蒸
し
焼

き
に
す
る
(
焼
き
よ
か
っ
た

ち
型
に
入
れ
た
ま
ま
惜
ま

す
)
。(ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
〉

レ
モ
ン
の
殴
味
を
押
さ
え

る
た
め
に
、
パ
ニ
ラ
エ
ッ
セ

ン
ス
#
使
い
、
ま
ろ
や
か
な

味
を
出
し
て
み
ま
し
た
。

(資
料
提
供

・
ラ
イ
オ
ン

家
庭
副
学
研
究
所
/
料
理
指

導
・園
田
ヒ
ロ
子

/イ
ラ
ス

ト
・細
田
貞
一

)

(揖3掴 耳 慣 物 寵 可 )

んが
臨
場
罷
隣
家
重
量
統

一…

今
夜
は
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
卵
黄
・
2
個
、
レ
モ
ン
汁

。

く

。

ト

長

い

て

、

側

面

に

は

グ

ス
r
そ
ん
な
食
卓
に
欠
か
せ
凶
個
分
、
牛
乳

em印
、
生
@
型
の
内
側
に
潤
く
パ
タ
ラ
ニ
ュ

l
糖
(
分
量
外
)
を

な
い
の
は
、
シ
ャ
ン
パ
ン
と
ク
リ
ー
ム
お
∞
、
グ
ラ
ニ

l
(分
量
外
〕
を
塗
り
、
底
ま
ぶ
し
て
、
情
蔵
庫
で
冷
や

お
い
し
い
ケ
ー
キ
。
今
年
は
、
ュ
!
楢
(
卵
白
用
)
初
E
、
に
ホ
ッ
ト
ク
ッ
キ
ン
グ
シ
ー

し
て
お
く
。

、
ソ
シ
プ
ル
な
手
作
り
ケ
ー
キ
パ
ニ
ラ
エ
ッ
セ
ン
ス
(
焼
麗

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

子
用
〉
小
さ
じ
見
、

レ
モ

〈
ス
フ
レ
風
チ
l
ズ
ケ
l

ン
エ
ッ
セ
ン
ス
・
小
さ
じ
比
四

キ
〉

【
下
準
備
】

【
材
料
】
(
E径
初
セ
ン
チ
)
③
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
は
室

ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
刷
温
に
戻
す
。

g
、グ
ラ
ニ
ュ

l
糖
i
m
g、
⑤
薄
力
粉
は
ふ
る
っ
て
お

炉 155~

第 1082号

②
①
に
、
レ
モ
ン
汁
を
加

え
混
ぜ
、
さ
ら
に
薄
カ
粉
を

加
え
て
良
く
混
ぜ
合
わ
せ
生

地
を
作
る
。

③
牛
乳
と
生
ク
リ
ー
ム
を

合
わ
せ
て
、
生
地
に
少
レ
づ

っ
加
え
て
混
ぜ
な
が
色
、
滑

ち
か
な
ク
リ
ー
ム
状
に
す

る。④
別
の
ボ
ウ
ル
に
卵
白
を

入
れ
軽
く
ほ
ぐ
し
、
グ
ラ
ニ

サ ックリとまぜた生地を型に 入れます

晒

1
初
白
河
…

引
宣
明
州
地

引
一1
川
島
問
噌

第 1082号

朝日新聞「論壇」
の意見に物申す

(第3種郵恒物隠 可 )

中
の
連
続
講
麗
「
川
町
北
京
会
織
問
号
は
、
総
要
府
男
女
共
同

へ
の
道
」
で
の
鱗
演
や
質
疑
応
参
画
室
長
、
坂
東
真
理
子
さ
ん

答
を
桶
心
に
編
集
。
の
「
な
ぜ
世
界
女
性
会
議
を
」

世
界
女
性
会
識
に
参
加
し
た
を
中
心
に

om嵩
は
斉
藤
千
代

い
な
、
と
一
思
い
な
が
色
、
世
界
さ
ん
の
「
普
通
の
女
が
参
加
す

の
女
性
た
ち
が
集
ま
る
N
G
O
る
と
い
う
こ
と
」
の
講
演
を
中

フ
ォ
ー
ラ
ム
つ
て
な
に
?
ど
ん
心
に
編
集
さ
れ
て
い
る
。
定
価

な
ふ
う
な
も
の
?
私
で
も
行
け
は
削
屈
は
1
A叫
6
0円
、
加
寄

る
か
し
ら
?
行
く
と
し
た
ら
ど
は
9
5
7円
。
問
合
せ
i
B
O

ん
な
準
備
が

。

と
い
っ
た
こ
C
出
版
部
官

ω・
3
3
b
4
・

と
が
、
続
め
は
わ
か
る
l
冊。

3
9
4
1
0

し
て
エ
ラ
と
ワ
タ
を
取
る
。

濃
い
塩
水
に
三

O
分
ほ
ど
漬

け
、
天
気
の
よ
い
日
に
風
通

し
の
よ
い
場
所
で
半
目
、
陰

干
し
に
す
る
。
慣
れ
る
と
、

カ
レ
イ
の

一
夜
干
し
、
イ
ワ

シ
の
丸
干
し
な
ど
も
簡
単
に

作
れ
る
で
は
な
い
か
f

困
る
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の

変
化
し
や
す
い
天
気
で
あ
っ

た
。
一
日
の

-22に
晴
れ
か

ら
曇
り
、
雨
ま
た
晴
れ
、
を

い
く
度
と
な
く
繰
り
返
す
。

天
候
に
よ
っ
て
は
、
軒
下
か

ち
漂
う
干
し
魚
の
に
お
い
も

気
に
し
な
り
れ
ば
な
hFな
か

っ
た
。早

朝
、
オ
1
7
J
マ
ー
ケ

ッ
ト
か
港
町
の
ア
イ
マ
ン
デ

ン
あ
た
り
に
買
い
出
し
に
出

か
け
、
魚
を
さ
ば
い
で
や
っ

と
平
す
頃
に
ま
た
雨
に
な
っ

た
り
で一
、
ガ
ッ
カ
リ
す
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
だ
っ
た
。

沼
津
の
魚
仲
買
商
協
同
組

合
で
は
、
現
在
、
ア
ジ
の
ひ

ら
き
生
産
舗
む
、

2
D三
劃
近

く
の
原
料
を
国
外
か
ち
輸
入

し
て
い
る
。
昭
和
四
、
五
十

年
頃
不
漁
の
た
め
干
物
が
作

れ
な
く
な
っ
た
と
き
、
組
合

で
は
中
南
米
や
北
米
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
な
ど
世
界
中
の
ア
ジ

を
翻
ベ
て
回
っ
た
。

そ
の
結
果
、
日
本
の
も
の

に
最
も
近
い
の
が
ド
l
パ
l

海
峡
で
と
れ
る
オ
ラ
ン
ダ
産

の
ア
ジ
だ
っ
た
と
い
う
か

ち
、
オ
ラ
ン
ダ
で
作
っ
た
ひ

色
き
は
本
場
も
の
に
限
り
な

く
近
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

昨
年
秋
(
九
二
年
)
に
開

か
れ
た
全
国
水
産
加
工
協
同

組
合
の
品
評
会
で
、
沼
津
の

ア
ジ
の
ひ
ら
き
は
オ
ラ
ン
ダ

大
使
館
貨
を
受
賞
し
た
。

H
と
の
項
終
わ
り
H

(文
と
力
ッ
ト
古
川
ひ
で

子
)

オランダ朝鮮透
アジの還が益者情醐のメルJレーサやオヒョウ

などは暁カ司炎泊すぎるので、拙

い!I;の煮汁でひと煮したり、下

院をつ廿てから天ぷちにする。

債の安い情臨タイは遺障もので

組問に脂肪が少し、。塩をふりサ

ラダ油を盛って解閉する。油で

腕をつくり、うま味をのが吉な

いように焼く。

遠主主の冷凍魚は油料理に

おさかな普及協誠会
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工

夫
勺年九
RP
R
h
d
R払

W
桜
島

MFE
雲
悪
霊
「
役
の
行
者
」
と
川

1
4
Z
E
O
歳
、
賓
佐

me-
-主

喜

号

、

境

内

の

一

樹

齢

干

川

…
一
三
手
三

3
3泊
ヨ
占
崩
事
士
一
日
F

告
訴

川

日

uuuuuuu
び
、
帰
郷
し
て
議
事
事
選
弘
(
福
山
霊
)
に
訴
状
を
か
が
あ
る
そ
う
で
す
。
現
在
、
執

一
秩
父
竜
人
三
代

ν一

に
げ
い
日
比
ド
い
日
川
は
同
」
開
き
、
の
ち
に
大
宮
学
校
(
現
ざ
レ
で
か
け
よ
っ
た
と
い
う
の
内
は
子
ど
も
の
遊
び
場
と
し
て
州

山
江
戸
末
期
の
襲
2
(
1
8
秩

議

ふ

学

校

)

を

新

設

し

で

す

。

開

放

さ

れ

て

い

享

か

、

大

ケ

…

川
4
9
)
年
、
思
代
官
に
苦
し
め
た
僻

(
1
8
4
7
1
1
9
1

江
声
時
代
の
約
3
百
年
間
ヤ
キ
の
元
に
は
、
武
甲
山
か
色
川

川
ち
れ
る
l
万
余
の
住
民
を
悲
つ

O
)
、
さ
ら
に
執
筆
教
育
、
は
、
善
意
ち

3
千
件
毒
事
案
れ
て
、
「
縄
文
の
霊
山

川
た
め
に
、
は
り
つ
け
刑
を
覚
悟
観
光
な
ど
を
通
し
て
秩
父
の
村
す
一
侠
が
発
生
、
と
の
一
事
態
に
水
」
と
時
ば
れ
る
提
水
が
、
い
川

川
で
時
の
老
中
に
直
訴
し
、
許
さ
お
と
し
に
尽
力
し
た
啓
山

(
l
困
民
の
味
方
を
し
権
力
に
抵
抗
ま
も
再
開
い
て
い
ま
す
O

川

町
無
事
帰
っ
た
女
性
が
、
埼
玉

8
7
6
3
1
9
4
5
)
と
、
秩
し
た
人
は
い
る
が
、
下
総
の
佐
秩
父
は
民
衆
の
反
軍
神
が
川

川
県
・
秩
父
に
い
た
と
い
手
|
父
市
中
町
の
今
宮
神
社
宮
司
家
倉
宗
五
郎
、
大
阪
の
大
題
平
八
強
い
土
地
柄
と
し
て
知
ら
れ
て
州

川
「
村
お
こ
し
の
曙
同
と
白
本
史
の
先
智
兵
の
足
跡
を
た
ど
っ
郎
な
ど
男
性
で
す
。
江
一
戸
時
代
い
ま
す
。
本
の
中
で
、
著
者
の
川

川
の
盲
点
を
探
る
」
と
あ
り
、
地
た
も
の
で
す
。
の
直
控
室
か
、
聡
く
て
も
和
田
武
男
氏
は
、
「
鉄
父
は
白
川

川
方
史
に
関
心
の
あ
る
私
は
、
興
直
子
は
当
時
、
重
税
に
あ
え
遠
島
。
が
、
直
子
は
相
手
が
天
本
史
の
宝
庫
。
こ

ρ狭
い

地

岐

川

捌

房

川
味
を
ひ
か
れ
、
秩
父
市
内
の
一
曹
長
父
塵
民
が
一
撰
突
入
を
は
下
一
と
一
昔
因
わ
れ
た
英
明
な
阿
部
に
縄
文
か
ち
明
治
ま
で
の
座
史
川
を
川
北
京
・
『世
昇
女
笠
宮
織
へ

川
底
で
「
秩
父
向
車
人
一
一
一
代
記
」
緩
か
っ
た
と
き
に
、
困
民
の
犠
牲
正
弘
と
い
う
と
と
が
幸
い
し
、
が
も
の
の
を
ぎ
に
凝
縮
さ
れ
川
向
り
て
の
特
集
と
し
て
い
る
。

川
文
社
、

2
干
円
)
と
い
う
本
を
#
泊
や
さ
な
い
た
め
、
病
気
の

ω日
の
入
牢
で
故
郷
に
帰
さ
れ
て
い
る
」
と
言
い
ま
す
。
秩
父
川
「
あ

E
D」
が
、
今
、
開
催

川
手
に
し
ま
し
た
。
夫
(
今
喜
善
司
第
五
・
た
と
い
う
、
長
も
宇
ら
レ
と
い
う
函
方
景
色
、
日
本
叩
=
一
皇
室
Z
E
E
-
E
==
一
三
Z
E
E
-
=
=
=
三
宣
言
Z
Z
E
E
-
z
=
=
E
=
三
一
言
=
一
三
一
三
一
芸
-
z
i
三
三
一喜
一喜
一

=
=
三
=
一三
一
言
=
Z
E
E
-
E
一
三
=
一
三
=
=
=
一
三
一
三
一
三
=
-
z
Z
Z
E
E
-
Z
E
E
-
z
=
=
=
=
芸
=
一
三
一
一三
一
川
本
は
直
訴
の
女
性
・
実
合
直
実
合
純
乗
)
に
代
わ
り
、

2
歳
い
こ
と
で
す
o

史

を

見

て

み

る

の

も

、

お

も

し

山

で

土

曜

日

は

ド

ン

が

半

分

だ

っ

が♂
b
E吾
川J
U記
長
引
諮
問
山
町
民
摂
取
引
品
目
控
訴
駐
日

ufhm閉
山
劇
閉
提
言
持

ー
I
l
l
1
1
11
1
11
1
L
T王室
一三一ZE--一一三塁=-Ez--一=一一
一==主主主一三===三=一主主主一ZE--一一=FZE--一喜一一三一一一三ZE--三一一一三一一三ZE--=-一三一一=一一一三ZE--三一一一三一一三一三喜一三=E=一三一川ド
l
ン
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
を
出
来
て
う
れ
し
い
で
す
。
た
時
も
ド

i
ン
は
大
阪
の
街
に

充
実
、
チ
ボ
リ
族
だ
げ
で
な
く
、
川

弘

九
1
J
V移

民

)

。

・
主
情
報
道
議
、
景
の
機
関
践
を
中
心
に
、
新
聞
、
川
大
き
く
と
り
あ
げ
て
下
さ
っ
首
の
大
阪
で
は
、
今
の
様
に
ひ
び
い
て
い
て
そ
れ
が
お
昼

少
数
山
岳
民
族
の
自
立
を
量
川
ふ
ぬ
早
川
野
被

一
位
入
賞
の
ポ
ス
タ
ー
(
写
憲
法
会
議
、
憲
法
皇
柏
原
則
雑
誌
、
パ
ン

Z
Yト
、
単
行
川
で
、
大
限
の
警
と
し
て
は
う
時
計
が
さ
に
で
も
な
か
っ
た
の
合
図
に
な
っ
て
い
ま
し
た

0

・
塁
手
の
宅
重
し
よ
う
と
川

t弘
法
説
申
込
:
真
)
は
、
露
五
さ
ん
(
仙
霊
老
妻
女
性
逗
絡
会
が
本
に
置
き
の
こ
し
た
論
文
、
記
川
れ
し
い
で
す
。
の
て
大
阪
娘
、
か
ち
打
た
れ
る
ド
1
ン
に
は
夜
明
け
の
意
味
が

い

品

手

。

現

在

八

百

人

工

芝

議

等

号

室

。

メ

イ

ン

コ

ピ

1
5け

団
悼
と
な
っ
て
「
く
事
、
豊
の
著
作
約
1
6
0川
賞
十
五
歳
。
ド
l
ン

セ

大

事

l
ン
と
い
皇
室
あ
き
つ
で
す
が
、
量
産

の
塁
手
の
パ
イ
オ
デ
ー
タ
草
川
、

:
J級
品

議

議

慨

は
鳥
居
勝
産
さ
ん
史
書
市
)
色
し
、
罰
・
平
和

・
か
窓
口
点
を
収
録
し
た
初
め
て
の
集
川
ン
タ
l
に
つ
い
て
は
、
戦
後
す
活
の
中
心
に
な
っ
て
い
ま
し
人
に
と
っ
て
は
懐
し
い
ド
i
ン

て
い
る
と
い
う
乙
と
。
あ
な
た
川

d
J
務
Y
J叫
『

日
本
は
動
物
に
や
さ
し
い
り
憲
法
日
・
尊
霊
室
、
成
。
そ
れ
は
戦
前
、
戦
後
を
通
川
ぐ
主
要
求
し
運
動
し
て
来
た
た
。
ド
l
ン
が
な
っ
た
か
ら
昼
で
あ
っ
た
の
て
と
の
名
前
に

も
ぜ
ひ
、
里
親
に
な
っ
て
下
さ
川
ぷ
議
緩
昭
電

園

で
す
か
』
。
日
本
教
育
会
館
で
開
い
た
。
し
た
女
性
運
動
の
一
歴
史
そ
の
も
川
一
人
で
す
。
昼
い
こ
と
待
っ
た
と
飯
に
し
よ
う
と
か
雷
っ
て
。
賛
成
し
ま
し
た
。

一
出
前
詰
正
義
一
ゑ
お

陣
儲
巴
一間諮問的)(明白書官河内信号

uuiTづ
え

き
畑
塵
業
で
生
活
し
て
き
た
民
川

H
H
H月
日

」

ご

事

ぺ

d
&
皇
室
性
運
動
・
政
界
浄
よ
る
詳
細
な
解
説
と
倒
市
川
肌

族
。
簡
繁
華
に
住
み
、
食
事
山
動
物
量
法
改
正
宇
め
ざ
す
校
げ
に
長
選

化
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
市
話
会
E

に
よ
る
市
川
房
枝
記

も
自
に
1
1
2皮
で
栄
養
状
態
川
市
民
の
会
(
事
務
局

・
自

然

と

最

大
の
国
重
献
は
一

川
房
枝
さ
ん
の
生
誕
型
、
婦
警
総
震
が
収
録
さ
れ
て
い
山

も
悪
く
、
風
土
病
で
苦
し
む
人
川
動
物
を
考
え
る
市
民
会
議
)
で

九
条
を
守
る
こ
奈
川
一

人
参
政
印
周
年
を
記
念
し
た
る
。
セ
ッ
ト
定
価
日
万
5
千

ふ

が
多
く
い
ま
す
。
学
校
に
行
き
川
は
、
動
物
保
範

「
コ
ン
ド
l
ム
は
失
敗
率
が
高
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
期
に
、
再
発
性
外
陰
へ
ル
ベ
ス

ぃ
、
に
も
か
か
わ
ち
ず
使
う
人
「
ピ
ル
は
、
エ
イ
ズ
の
予
防
に
感
染
し
て
い
る
人
の
お
産
を

は
多
く
て
中
絶
が
後
を
断
た
な
に
な
ら
な
い
」
共
に
準
備
し
て
い
っ
た
経
験
が

い
。
ピ
ル
は
こ
の
間
題
を
解
消
こ
の
よ
フ
な
理
面
で
壁
畜
あ
る
。
当
時
、
ク
言
ラ
ア
も

す
る
」
と
い
z
昌
嗣
法
も
自
に
す
は
，
ピ
ル
認
可
を
凍
結
ρ
し
た
。
耳
新
し
い
病
気
だ
っ
た
が
、
ベ

い

ま

、

日

本

で

一

番

忙

し

い

長

は

ほ

じ

め

て

。

い

た

。

「

で

ち

キ

チ

ン

と

し

た

明

治

の

人

で

、

日

沼

田

も

休

む

に

な

り

、

海

外

は

副

社

長

の

担

る

が

、

H

失
敗
率
の
問
題
H

は
グ
正
家
肢
計
画
協
会
が
、
「
エ
イ
ズ
ニ
シ
リ
ン
の
効
か
な
い
淋
満
や

女
性
の

一
人

か

も

し

れ

な

い

。

「

な

営

私

が

ワ

そ

れ

は

選

ん

仕

事

を

し

、

も

つ

け

で

な

く

、

と

と

が

で

き

な

い

人

。

日

曜

日

当

に

。

確

に

鍛

う

さ

つ

に

し

て

い

く

H

の
予
防
薬
と
し
て
一
開
発
さ
れ
た

H
I
v、
A
I
D
Sに
つ
い
て

自
動
画
廊
の
副
社
長
で
海
外
は
で
下
さ
っ
た
組
合
員
の
皆
さ
ん
若
い
作
者
を
育
て
て
い
る
H

プ

に

は

郊

外

の

画

家

の

お

宅

に

伺

‘

「

私

が

仕

事

を

始

め

た

一

九

と

解

消

す

る

し

、

ペ

ッ

サ

リ

ー

の

で

は

な

い

密

だ

」

等

の

反

論

は

九

0
年
代
に
な
っ
て
情
報

一
手
に
担
当
、
年
に
五
カ
月
は
に
聞
か
な
い
と
わ
か
皇
せ
ん
ロ
の
園
商
H

が
い
る
の
で
す
。
う
の
で
す
。
そ
ん
な
時
、
私
た
七
O
表

、

日

本

で

は

ま

だ

ま

も

事

戸

」

。

役

立

た

ず

の

し

ろ

を

お

こ

な

っ

た

の

は

九

二

年

の

が

、

ド

ー

っ

と

久

っ

て

き

た

。

海
外
に
い
る
。
そ
の
合
聞
に
美
が
、
多
分
、
私
が

H元気
H
?て
れ

を

ア

ッ

午

ル

し

た

い

」

。

ち

み

な

を

つ

れ

て

行

く

の

で

だ

女

で

は

制

約

が

多

か

っ

た

。

診

と

決

め

つ

け

た

り

中

絶

を

こ

と

だ

o

女
の
か
ら
だ
は
オ
リ
モ
ノ
が

術
エ
シ
セ
イ
宇
信
き
、
つ
い
先
い
い
か
ろ
よ
。
こ
の
不
況
で
皆
と
り
あ
え
ず
、
組
合
で
「
勉
強
す
o
私
は
そ
ん
な
ふ
う
に
し
て
そ
の
点
、
海
外
で
は
な
ん
の
差
一
十
月
十
八
日
付
の
朝
日
薪
聞
ピ
ル
は
優
れ
て
い
る
」
と
発
表
引
き
合
い
に
出
し
て
脅
か
し
た
私
は
セ
ル
フ
・
ヘ
ル
プ
グ
ル
保
態
レ
て
い
た
り
、
卵
皆
や
子

ご
ろ
、
園
高
と
し
て
の
ま
事
滅
入
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
o

会
」
帯
復
活
す
る
な
ど
、
ア
イ
一
流
の
画
家
の
絵
を
見
、
自
然
別
な
く
、
仕
事
し
や
す
か
っ
た
一
「
論
壇
」
に
、
家
族
計
画
協
会
し
た
背
景
を
知
る
と
と
が
で
き
と
と
ろ
で
ぜ
ル
解
ヂ
へ
の

l
プ
と
し
て
、
長
が
か
か
り
宮
を
無
菌
に
保
つ
よ
う
な
仕
組

人

と

の

出

会

い

を

書

い

た

「

女

私

が

い

つ

も

元

気

で

明

る

く

や

デ

ィ

ア

亭

ね

っ

て

い

る

。

の

で

す

」

一

ク

リ

ニ

ッ

ク

所

畳

(
H
医
踊
・
な
い
。
時
々
ピ
ル
を
切
ら
し
て
推
進
力
と
は
な
ち
な
い
だ
ろ
や
す
い
病
気
の
同
染
症
u

に
閲
み
に
な
っ
て
お
り
、
な
か
な
か

だ

か

色

、

女

だ

て

ら

に

」

(

憩

っ

て

い

る

の

が

買

わ

れ

た

の

じ

「

自

動

画

廊

で

は

、

バ

ブ

ル

ヨ

ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
一
北
村
邦
夫
民
)
の
「
ピ
ル
使
厨
図
っ
て
い
る
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
う
。
心
を
痔
っ
た
。
「
い
ま
な
ぜ
厚
よ
く
出
来
て
い
る
。
し
か
し
、

談
社
)
重
版
し
た
ば
か
り
o

ゃ
な
い
か
し
ち
」
「
逆
境
の
全
盛
の
時
も
J
ナ
ャ
リ
テ
ィ
ゃ
、

4

』

ロ
シ
ア
、
中
園
、
香
港
・
世
界
一
の
早
期
認
可
を
謹
む
」
が
載
っ
る
こ
と
も
あ
り
、
情
報
が
必
要
「
援
活
選
択
肢
は
広
い
方
生
省
は
雄
吾
と
ピ
ル
d

に

H
I
V
(
エ
イ
ズ
富
ウ
ィ
ル

そ
の
上
、
乙
と
し
五
月
か
ら
、
需
要
性
の
方
が
強
い
の
で
ミ
ニ
ヨ
ン
匿
と
い
っ
て
、
小
さ

t町
く

中
を
歩
く
。
仕
事
の
合
闘
の
土
、
↑
て
い
た
。
「
五
千
人
の
女
性
の
な
の
だ
が
、
副
作
用
に
関
す
る
が
良
い
。
ピ
ル
が
解
禁
に
な
色
注
目
し
て
い
る
の
?
」
と
、
疑
ス
)
に
対
し
て
、
ひ
と
た
ま
り

皇
洋
画
商
協
同
組
合
の
理
事
は
な
い
で
し
ょ
主
。
耐
え
る
な
サ
イ
ズ
の
絵
ば
か
り
の
展
示

訴

ゆ

る

日
曜
は
、
車
く
起
き
て
美
術

一協
力
毒
て
語
れ
た
臨
床
試
治
験
の
書
も
結
果
実
は
企
な
い
の
一は
女
性
の
器
産
い
間
が
わ
い
た
の
だ
。
も
な
い
と
と
は
ハ

ッ
キ
リ
し
て

詰
課
税

5
1っ
て
い
言
語
れ

厩

明

書
一
語
長
一語
告
書
諮
問
軒
尋
問
日
記
言
明
ノ
町
一
特
許

n
f紅型
刊
誌
諒

一
震
を
持
つ
が
、
在
の
理
事
長
い
歴
史
が
あ
る
の
尺
一
員
え
ま
白
す
か
ら

・

4
り
が

百

四

当

で

寝

室

議

室

)

に

な

っ

一信
を
も
っ
て
い
る
」
と
ロ
襲

;

つ
喜
た
が
正
解
だ
っ
た
、
と

一
恥
羽
ゆ

刊
誌
持
錯
誤
早
川
短
れ

組

気

持
問
一
日
告
と
れ
れ
十
ト
諸
問

ア
ナ
タ
が
撃
ま
な
い
も
の
を

言
人
種
っ
さ
え

一

陣

F
M
f
g
よ
く
な
い
。
「
ま
ず
、
組
合
が
代
自
動
車
社
長
長
谷
川
仁

ス

ω
元

い
る
世
界
百
五
十
二
の
豆
容
量
ピ
ル
を
豊
富

5

5

t

i

込
ん
で
、
女
の
コ
ン
ド
l
ム
が

一
園
岡
崎
明
λ
ぃ

.az
あ
る
、
と
い
う
事
実
を
ア
ッ
ピ
さ
ん
)
以
来
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
」

.

4

、

館

、

す

べ

て

を

良

谷

川

さ

ん

自

一

用

せ

ざ

る

を

得

な

い

」

と

説

明

登

場

し

、

男

も

す

す

ん

で

一
司
針
金

ー作
品
d
u
r
L町
長
信

れ

外

日
市
詳
説
す
れ
同
一
し
況
下
現
在
員

わ
た
し
た
ち
に
勧
め
な
い
で

日
間
話
詰
女

一

一

長

舗

の

?

い

雲

P
が

充

実

日

動

車

社

長

)
j

海

ど
世
界
忠
実
一
種
に
震
に
一

2
F対

す
る
著

書

v

た
ち
に
童
書
し
つ
け
る
一
傾

三
司
「
院
内

4
2貨

を
一
般
人
と
縁
の
な
と
恋
愛
車
。
結
婚
七
年
目
、

Iへ
は

足
を
運
ん
で
い
実
は
な
い
と
一
貫
ヒ
ル
の
売
主
み
が
激
し
さ

森

冬

実

向
は
改
ま
り
つ
つ
雲
け
れ
ど

一

J
I
-
-

い
世
界
と
恩
わ
せ
、
震
を
招
三
人
目
の
子
ど
も
が
で
き
た
時

ー

ソ

月

思
い
ま
す
よ
」

一
毒
レ
て
お
り
、
安

売

り

合

戦

ピ

ル

の

市

場

も

変

わ

る

と

い

え

一寸
l
川
川
リ

----------EE---E
・E・

か
ら
画
廊
の
仕
事
を
始
め
る

o

'
'

本
物
の
い
い
も
の
を
見
る
こ
一
に
火
花
が
散
っ
て
い
る
。
ソ
フ
ピ
ル
が
無
く
て
も
女
た
ち
は
「
望
ま
な
い
肯
法
#
借
や
し
た
オ
リ
モ
ノ
は
体
調
を
知
ら
せ
る
る
。

二

制

諜

圃

悶

悶

剛

山

胤

閑

闘

闘

圃

主
に
画
の
一
塁
を
と
」

十

れ

ヵ

と

が

重

量

る

一
番
の
勉
強
一
ィ
ア
A
、
ア
ル
テ
ィ
ン
D
、
ド
雪
な
い
、
患
い
え
る
。
「
先
後
の
一
責
任

(4) 

みんなのページです.言t、たL、ことや、知らせたい
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「
チ
ボ
リ
国
際
里
親
の
会
円
J

O
F
P
A
)
』
(
会
蚕
・
北
沢

杏
子
)
で
は
、
「
あ
な
た
も
里

親
に
な
同
云
せ
ん
か
?
」
と
会

員
を
募
っ
て
い
ま
す
。

J
O
F
P
Aは
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の
南
コ
タ

パ
ト
州
に
住
む
、
少
数
山
岳
民

族
チ
ボ
ソ
族
の
字
少
」
一
あ
た
ち
の

里
親
と
な
り
、
教
育
の
懲
百
を

与
え
よ
手
と
い
う
人
遣
の
集
ま

り
で
す
。
月
額
2
0
0
0円
の

寄
付
で
、
賊
字
教
育
の
拡
大
と

議斤陪有

昌部記念切怠母
少数山岳民族の自立を支援

オ
ラ
ン
ダ
の
巻
⑤

会最 f、

チボリの民族衣裳を唐た子どもたち
(JOFPAリーフレッ卜より)

A

「
や
、
世
界
中
の
海
の
幸

が
私
た
ち
の
食
卓
に
空
耳
糊
さ

れ
て
い
る
。
例
え
ば
オ
ラ
ン

ダ
に
水
期
立
己
れ
る
炭
山
の

ニ
シ
ン
、

二
十
年
前
は
そ
の

多
く
の
カ
ズ
ノ
コ
が
食
べ
ず

に
捨
て
ら
れ
て
い
た
と
い

う
。
ア
ジ
の
鮮
魚
も
魚
屋
で

売
色
れ
て
い
る
が
、
オ
ラ
ン

ダ
人
は
殆
一
ど
食
べ
な
い
。

以
前
私
が
住
ん
で
い
た
静

岡
県
沼
津
市
は
、
全
国

一
の

ア
ジ
の
ひ
ら
4

官
の
生
産
地
で

あ
る
。
あ
る
朝
、
形
が
日
本

の
も
の
に
そ
っ
く
り
で
鮮
度

も
よ
さ
そ
う
な
ア
ジ
を
見
つ

ゆ
て
、
さ
っ
そ
く
作
っ
た
こ

と
の
な
い
干
物
作
り
に
挑
戦

し
た
。
だ
が
、
問
題
は
ど
こ

に
平
す
か
で
あ
る
。

友
人
の
一
人
が
、
冷
蔵
庫

内
に
広
げ
て
乾
一
讐
せ
た
と

い
う
の
で
斌
し
て
み
た
が
、

う
ま
く
乾
か
な
い
22足
、
に

お
い
が
庫
内
に
と
も
っ
て
し

春
つ
。
私
な
ど
渥
蘭
す
る
と

き
に
は
患
い
も
つ
か
な
か
っ

た
平
物
作
り
用
網
寵
を
、
増

備
よ
く
持
っ
て
来
て
い
た
人

が
い
た
。
乙
れ
な
ち
ハ
エ
を

気
に
す
る
こ
と
な
く
軒
下
に

吊
し
て
干
す
と
と
が
で
き

る
。
さ
っ
そ
《
借
用
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。

ア
ジ
は
、
ま
す
腹
聞
き
に

国壬!t'
一明鵡司旬開閉・ ァ-

の
歯
っ
ぴ
い
ス
マ
イ
ル

・
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
「
ザ
・
ベ
ス
ト
・
ス

マ
イ
ル

・
オ
プ
・
ザ
・
イ
ヤ
l

芦
」
の
今
年
度
受
賞
者
に
回
申

真
紀
子
科
学
技
術
庁
長
官
と
オ

リ
ク
ク
ス
の
イ
チ
ロ

l
選
手

が
、
全
国
の
歯
糾
医
師
た
ち
の

役
票
で
一
選
ば
れ
た
5

田
中
さ
ん
は
「
最
近
、
笑
闘

を
見
せ
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ

た
の
で
、
乙
の
貨
を
頂
い
た
の

は
光
栄
」
と
い
い
、
イ
チ
ロ
1

選
手
と
の
共
弔
問
は
?
の
質
問

に
「
幼
い
と
ろ
か
ら
父
親
の
特

例
を
受
け
た
こ
と
」
。

イ
チ
ロ
l
選
手
は
、
一
日
五

回
歯
を
み
が
く
そ
う
で
あ
る
。

「
自
分
の
笑
顔
を
窓
隠
し
た
こ

と
は
な
い
が
、
前
歯
が
気
に
い

っ
て
い
る
」
そ
う
だ
。

【
作
り
方
】

①
ボ
ウ
ル
に
室
遭
に
戻
し

た
ク
リ
ー
ム
チ
l
ズ
と
グ
ラ

ニュ

1
糖
(
加
古
)
を
入
れ
、

木
ベ
ラ
で
よ
く
す
的
混
ぜ
、

バ
ニ
ラ
、

レ
モ
ン
エ
y

セ
ン

ス
、
卵
黄
を
加
え
て
良
く
混

ぜ
る
。

ュ
l
糖
(
初
耳
)
を
3
固
に

分
け
な
が
色
入
れ
、
固
く
泡

立
て
メ
レ
ン
ゲ
に
す
る
。

⑤
③
の
生
地
に
④
の
メ
レ

ン
ゲ
凶
貨
を
加
え
て
、
泡
を

つ
ぶ
さ
な
い
さ
つ
に
混
ぜ
、

さ
ら
に
残
り
を
加
え
て
サ
y

ク
リ
と
痘
ぜ
る
。

⑥
準
備
し
た
型
に
流
レ
、

天
板
一
に
濁
を
張
り
、
別
度
の

オ
ー
プ
ン
で
一
時
間
蒸
し
焼

き
に
す
る
(
焼
き
よ
か
っ
た

ち
型
に
入
れ
た
ま
ま
惜
ま

す
)
。(ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
〉

レ
モ
ン
の
殴
味
を
押
さ
え

る
た
め
に
、
パ
ニ
ラ
エ
ッ
セ

ン
ス
#
使
い
、
ま
ろ
や
か
な

味
を
出
し
て
み
ま
し
た
。

(資
料
提
供

・
ラ
イ
オ
ン

家
庭
副
学
研
究
所
/
料
理
指

導
・園
田
ヒ
ロ
子

/イ
ラ
ス

ト
・細
田
貞
一

)

(揖3掴 耳 慣 物 寵 可 )

んが
臨
場
罷
隣
家
重
量
統

一…

今
夜
は
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
卵
黄
・
2
個
、
レ
モ
ン
汁

。

く

。

ト

長

い

て

、

側

面

に

は

グ

ス
r
そ
ん
な
食
卓
に
欠
か
せ
凶
個
分
、
牛
乳

em印
、
生
@
型
の
内
側
に
潤
く
パ
タ
ラ
ニ
ュ

l
糖
(
分
量
外
)
を

な
い
の
は
、
シ
ャ
ン
パ
ン
と
ク
リ
ー
ム
お
∞
、
グ
ラ
ニ

l
(分
量
外
〕
を
塗
り
、
底
ま
ぶ
し
て
、
情
蔵
庫
で
冷
や

お
い
し
い
ケ
ー
キ
。
今
年
は
、
ュ
!
楢
(
卵
白
用
)
初
E
、
に
ホ
ッ
ト
ク
ッ
キ
ン
グ
シ
ー

し
て
お
く
。

、
ソ
シ
プ
ル
な
手
作
り
ケ
ー
キ
パ
ニ
ラ
エ
ッ
セ
ン
ス
(
焼
麗

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

子
用
〉
小
さ
じ
見
、

レ
モ

〈
ス
フ
レ
風
チ
l
ズ
ケ
l

ン
エ
ッ
セ
ン
ス
・
小
さ
じ
比
四

キ
〉

【
下
準
備
】

【
材
料
】
(
E径
初
セ
ン
チ
)
③
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
は
室

ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
刷
温
に
戻
す
。

g
、グ
ラ
ニ
ュ

l
糖
i
m
g、
⑤
薄
力
粉
は
ふ
る
っ
て
お

炉 155~

第 1082号

②
①
に
、
レ
モ
ン
汁
を
加

え
混
ぜ
、
さ
ら
に
薄
カ
粉
を

加
え
て
良
く
混
ぜ
合
わ
せ
生

地
を
作
る
。

③
牛
乳
と
生
ク
リ
ー
ム
を

合
わ
せ
て
、
生
地
に
少
レ
づ

っ
加
え
て
混
ぜ
な
が
色
、
滑

ち
か
な
ク
リ
ー
ム
状
に
す

る。④
別
の
ボ
ウ
ル
に
卵
白
を

入
れ
軽
く
ほ
ぐ
し
、
グ
ラ
ニ

サ ックリとまぜた生地を型に 入れます

晒

1
初
白
河
…

引
宣
明
州
地

引
一1
川
島
問
噌

第 1082号

朝日新聞「論壇」
の意見に物申す

(第3種郵恒物隠 可 )

中
の
連
続
講
麗
「
川
町
北
京
会
織
問
号
は
、
総
要
府
男
女
共
同

へ
の
道
」
で
の
鱗
演
や
質
疑
応
参
画
室
長
、
坂
東
真
理
子
さ
ん

答
を
桶
心
に
編
集
。
の
「
な
ぜ
世
界
女
性
会
議
を
」

世
界
女
性
会
識
に
参
加
し
た
を
中
心
に

om嵩
は
斉
藤
千
代

い
な
、
と
一
思
い
な
が
色
、
世
界
さ
ん
の
「
普
通
の
女
が
参
加
す

の
女
性
た
ち
が
集
ま
る
N
G
O
る
と
い
う
こ
と
」
の
講
演
を
中

フ
ォ
ー
ラ
ム
つ
て
な
に
?
ど
ん
心
に
編
集
さ
れ
て
い
る
。
定
価

な
ふ
う
な
も
の
?
私
で
も
行
け
は
削
屈
は
1
A叫
6
0円
、
加
寄

る
か
し
ら
?
行
く
と
し
た
ら
ど
は
9
5
7円
。
問
合
せ
i
B
O

ん
な
準
備
が

。

と
い
っ
た
こ
C
出
版
部
官

ω・
3
3
b
4
・

と
が
、
続
め
は
わ
か
る
l
冊。

3
9
4
1
0

し
て
エ
ラ
と
ワ
タ
を
取
る
。

濃
い
塩
水
に
三

O
分
ほ
ど
漬

け
、
天
気
の
よ
い
日
に
風
通

し
の
よ
い
場
所
で
半
目
、
陰

干
し
に
す
る
。
慣
れ
る
と
、

カ
レ
イ
の

一
夜
干
し
、
イ
ワ

シ
の
丸
干
し
な
ど
も
簡
単
に

作
れ
る
で
は
な
い
か
f

困
る
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の

変
化
し
や
す
い
天
気
で
あ
っ

た
。
一
日
の

-22に
晴
れ
か

ら
曇
り
、
雨
ま
た
晴
れ
、
を

い
く
度
と
な
く
繰
り
返
す
。

天
候
に
よ
っ
て
は
、
軒
下
か

ち
漂
う
干
し
魚
の
に
お
い
も

気
に
し
な
り
れ
ば
な
hFな
か

っ
た
。早

朝
、
オ
1
7
J
マ
ー
ケ

ッ
ト
か
港
町
の
ア
イ
マ
ン
デ

ン
あ
た
り
に
買
い
出
し
に
出

か
け
、
魚
を
さ
ば
い
で
や
っ

と
平
す
頃
に
ま
た
雨
に
な
っ

た
り
で一
、
ガ
ッ
カ
リ
す
る
こ

と
も
し
ば
し
ば
だ
っ
た
。

沼
津
の
魚
仲
買
商
協
同
組

合
で
は
、
現
在
、
ア
ジ
の
ひ

ら
き
生
産
舗
む
、

2
D三
劃
近

く
の
原
料
を
国
外
か
ち
輸
入

し
て
い
る
。
昭
和
四
、
五
十

年
頃
不
漁
の
た
め
干
物
が
作

れ
な
く
な
っ
た
と
き
、
組
合

で
は
中
南
米
や
北
米
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
な
ど
世
界
中
の
ア
ジ

を
翻
ベ
て
回
っ
た
。

そ
の
結
果
、
日
本
の
も
の

に
最
も
近
い
の
が
ド
l
パ
l

海
峡
で
と
れ
る
オ
ラ
ン
ダ
産

の
ア
ジ
だ
っ
た
と
い
う
か

ち
、
オ
ラ
ン
ダ
で
作
っ
た
ひ

色
き
は
本
場
も
の
に
限
り
な

く
近
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

昨
年
秋
(
九
二
年
)
に
開

か
れ
た
全
国
水
産
加
工
協
同

組
合
の
品
評
会
で
、
沼
津
の

ア
ジ
の
ひ
ら
き
は
オ
ラ
ン
ダ

大
使
館
貨
を
受
賞
し
た
。

H
と
の
項
終
わ
り
H

(文
と
力
ッ
ト
古
川
ひ
で

子
)

オランダ朝鮮透
アジの還が益者情醐のメルJレーサやオヒョウ

などは暁カ司炎泊すぎるので、拙

い!I;の煮汁でひと煮したり、下

院をつ廿てから天ぷちにする。

債の安い情臨タイは遺障もので

組問に脂肪が少し、。塩をふりサ

ラダ油を盛って解閉する。油で

腕をつくり、うま味をのが吉な

いように焼く。

遠主主の冷凍魚は油料理に

おさかな普及協誠会
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4kg約40分の実力で衣しかもファジィ制御で.

衣型車の置や賀.湿り具合を見分けて.ガスの

娼焼置や時間もきめ細かく自動段li:::速いの
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第 1082号 受E 国安斎 f、来斤開明 1994年 11月 30日〈水曜日〉

TOSHIBA E&Eの東芝

も
い
で
写
真
カ三
a祝'*' 

込
め
る

写真やイラス 卜など、最大A4サイズまでの

原稿がキレイにi売込める400dpi一体型ス

キャナ。切出し、ズームなど編集も思いのまま。

あっ、ハッピー・ニュ一年賀状O

ち
や

速
い
20 
枚
連
続
印
廊。

通常はがきなら20枚、A4・B5用紙なら30枚

まで連続給紙。3行同時印刷との快速コ

ンビで年賀状をよりスピーディに仕上げますL

， 
‘ 

a‘ 

本体標準価格248.000円(税別)

き
'i' 
え
鮮
や
か
フ
Jレ
カ
-・・岡田

フ

鮮やかなフルカラーイラスト&賀詞80穫を

俗載。イラストや添え讐きを選ぶだけで、 14
・2

ジャンル・約30万通リものはがきが作れます。

て
も
多
彩
な
ア
ザ
イ
ン
文
字

。ハイパー
プレゼンテーションV2

文字のデザインノザーンが全部で72穏に。背

景文字や背景模様、絵記号等の種類もグー

ンと増えて表現力がe:-らに豊かになりました。

ま
く
活
か
そ
う
フ
ロ
ツ

ビ

他社のワーフロやパソコンでつくった文

書も、そのままルポで呼び出しできま1九も
ネd

ちろんMS-DOSテキス卜変換機能も内蔵。

表現力と使いやすさを極めて、はがきに文書に大活躍しま京

ヲJントゴッコにも、フルカラー対応。
J.不て作ゥたフ，レカラー

1:命、きをフリントコ Jコ

coマスター86HGJlこ芭

威耳.，に1量嘩印船フル力

ラー印刷用由フリントコ J

コ坪お量ゐ踊.1こ押れ皐す

r.i画正亙円Ru帥 JW06H.OSPV.03.R21J、 RISQ-OKR商品τす

I~空空整 1 -'ブリノトコ Jコ Jt;l，理ザL掌工契嶋田

日ムh丞主j 量銭高帽てす

傘'基本ト汁置53 ト " ロコ担行文 .町 2晶会傘 Z フルカラー以外的組吉ぜむ宮，，~す本 3 lr!呈可暁闇掴1: ノヤー フ縄 膏院 l'、ー ノナル}ノリース富士通局J/OASYS30:.-リース.NEC/宜量ミニSνリ-;t.晴』ジャスト y ステム/一太郎.なお‘図形得一圃E換でき似いむのむあります.

またルポ主・ 4を恒社主寄に宜換することはて ~lせん (上院商品目名怖は 、 各社 h 商掃と して慣用 しτ uる喝音かあり孟す 「一大邸J I: 白川 J守ストンステムの量録商咽てす ) .4: ...5-0051:.米国マイクロノフト祉の量銭高司です

画面をピッ!文字もイラストも

図形も、ペン1本で思いのまま。
.手・8の図形令、8れい布石図形lニ《ベノ図形IUl>

・個性あ中れる文字やイラストが描ける〈・8ニみプロ〉

・42植のヨド略的伝画織も内雇〈クリ yプ'"耐館〉

JW05PV誌ttm制 1))

年賀状づくりに最適なルポ・ラインナップ

3行同時印刷でスピード仕上げ。

すぐに使えて、いろいろ作れる。
・3行問問印刷・233字/砂町〈発ゅん遮プリンタ〉

.制的τ白人b安.(.-(目的lllJメニユ司&ガイド檀能〉

e::""-JL-、たれ幕、名刺はど<6つの印刷岨陪〉

JW03?;'ftrr円(制1))

フルカラーの年賀状がつくれる。

自動給紙で大量印刷もラクラク0

.で$ぱえ蝉やか<7ルカラー封応UIJ"~ラント〉

.手nの手聞が省ける〈はが会自動館組甚置〉

一一 ι 十一 一 一 司 .宛名ゐスイスイ〈治名 ・企鰻名騨書&異体字127橿〉

.~~~~'~J~~恒立福島 ...._-本体機準価格
ー一一ー一司唱〓開閉司」 ‘， .wr‘~ 148.000円(税別)

(cFルポに関するお問い合わせは)株式会社東芝ワープロ・パーソナル情報機器事業部干 105東京都港区芝浦ト2-1(シーパンスN館)fr(03)5484-6740 

「一一一一三τ三円三 両五号長思IりままとI葉桜 広三バ三三日

。
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